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【今月の主な内容】

星野村の長尾地区では 7月 11日㈰、三坂・室山地区は 14日㈬と 15

日㈭に祇園祭が行われました。鬼の面をかぶった青年たちが、先を割っ

た青竹をもち、「うぉ～、うぉ～」とうなり声をあげながら一軒一軒を練

り歩き、悪霊を追い払います。この「こっぱげ面」に青竹でたたいても

らうと無病息災で過ごせると伝えられています。

山里に響くうなり声
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母
子
家
庭
を
対
象
と
し
て
支
給

さ
れ
て
い
た
児
童
扶
養
手
当
が
、

法
改
正
に
よ
り
平
成
22
年
8
月
支

給
分
か
ら
父
子
家
庭
の
父
も
対
象

と
な
り
ま
し
た
。
平
成
22
年
8
月

1
日
現
在
で
支
給
要
件
（
離
婚
、

死
別
等
）
に
該
当
さ
れ
る
人
は
、

提
出
書
類
を
揃
え
て
申
請
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。
手
当
は
、
申
請

者
や
扶
養
義
務
者
（
同
居
の
父
母
・

祖
父
母
・
兄
弟
・
子
等
）
の
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。
定
め
ら
れ
た

額
以
上
の
と
き
に
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。（
支
給
は
、
年
3
回
に
分
け

て
支
給
）

※
経
過
措
置
と
し
て
11
月
30
日
ま

で
に
申
請
さ
れ
る
と
8
月
支
給
分

か
ら
支
給
と
な
り
ま
す
。
11
月
30

日
を
過
ぎ
る
と
申
請
の
翌
月
分
か

ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
受
付
窓
口
＝
八
女
市
役
所
本
庁

子
育
て
支
援
課
、
黒
木
総
合
支
所
、

立
花
支
所
・
上
陽
支
所
・
矢
部
支
所
・

星
野
支
所
の
生
活
福
祉
課
窓
口

提出書類は次のとおりです

①印鑑

②請求者および対象児童の戸籍

(外国人の方は登録済証明書 )

③世帯全員の住民票(続柄･本籍

が分るもの )

④平成22年度所得証明（21年分）

⑤健康保険証（児童と申請者が記

載されているもの）

⑥年金手帳

⑦預金通帳（申請者名義のもの）　

⑧借家の場合　－　賃貸契約書

⑨その他申立書（窓口で記載します）

※別居の場合は、対象児童の住民

票、別居監護・生計申立書が必要

ですのでお尋ねください。

児
童
扶
養
手
当
が

「
父
子
家
庭
」
も
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

児
童
扶
養

手
当
と
は

問い合わせ

子育て支援課

☎ 23・1351

問い合わせ

子育て支援課

☎ 23・1351

　

父
母
の
離
婚
・
父
ま
た
は
母
の
死

亡
な
ど
に
よ
っ
て
、
父
ま
た
は
母
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
に
つ

い
て
、
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

そ
の
目
的
は
生
活
の
安
定
を
図
り
、

自
立
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

１ 

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

《
支
給
要
件
》

　

手
当
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日
の
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る

者
、
障
害
児
に
つ
い
て
は
20
歳
未
満
）

を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
ま
た

は
、
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
ま
た
は
母
が
婚
姻(

事
実
婚
を

含
む)

を
解
消
し
た
児
童　

〔
離
婚
〕

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童　

〔
死
亡
〕

③
父
ま
た
は
母
が
施
行
令
に
定
め
る

程
度
の
障
害
状
態(

年
金
障
害
等
級

１
級
程
度)

に
あ
る
児
童
で
公
的
年
金

加
入
対
象
と
な
っ
て
な
い
児
童　

〔
父

ま
た
は
母
障
害
〕

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
は

な
い
児
童　

〔
生
死
不
明
〕

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童　

〔
遺
棄
〕

⑥
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続

き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童　

〔
拘
禁
〕

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
壊
胎
し
た

児
童　

〔
未
婚
の
母
〕

《
所
得
に
よ
る
支
給
の
制
限
》

　

定
め
ら
れ
た
額
以
上
の
所
得
が
あ
る

と
き
は
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
次
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）

２ 

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
人

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、 

手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

①
父
ま
た
は
母
が
婚
姻
の
届
出
を
し
な

く
て
も
事
実
上
婚
姻
関
係
（
内
縁
関
係
）

が
あ
る
と
き
。

②
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
父
ま
た
は

母
、
ま
た
は
養
育
者
が
、
日
本
国
内
に

住
所
を
有
し
な
い
と
き
。

③
対
象
児
童
が
国
内
に
住
所
を
有
し
な

い
と
き
。

④
対
象
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
た

り
、
児
童
福
祉
施
設
（
母
子
生
活
支

援
施
設･

保
育
所･

通
所
施
設
を
除
く
）

や
少
年
院
等
に
入
所
し
て
い
る
と
き
。

⑤
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
恩
給
な
ど

の
公
的
年
金
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
。

⑥
平
成
15
年
４
月
１
日
時
点
に
お
い

て
、
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て

か
ら
、
５
年
を
経
過
し
て
い
る
と
き
。

３ 

手
当
の
月
額
（
平
成
18
年
4
月
～
）

４ 

手
当
の
支
払

　

手
当
は
、
認
定
請
求
し
た
日
に
属

す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。
年
3
回
の
4
月
、
8
月
、
12
月(

各

月
と
も
11
日)

5 

手
当
を
受
け
る
手
続

　

手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
の
認

定
請
求
書
に
基
づ
い
て
支
給
し
ま
す

の
で
、
市
役
所
お
よ
び
支
所
の
窓
口
へ
、

添
付
書
類
を
添
え
て
請
求
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
添
付
書
類
（
上
記
参
照
）

※所得額に応じて全部支給と一部支給があります。

（８ 所得制限限度額表を参照）

※児童が4人のときは1人増えるごとに3,000円加算されます。

区　分 児童１人 児童２人 児童３人

全部支給 41,720 円 46,720 円 49,720 円

一部支給
9,850 円

～ 41,710 円

14,850 円

～ 46,710 円

17,850 円

～ 49,710 円

児
童
扶
養
手
当
の
目
的

〈支給額〉

←
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６ 

い
ろ
い
ろ
な
届
出

①
現
況
届

　

現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所

得
の
状
況
と
8
月
1
日
現
在
の
児
童

の
養
育
費
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め

の
届
で
す
。
こ
の
届
を
提
出
し
な
い

と
、
引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、

8
月
以
降
の
手
当
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
2
年

以
上
届
出
が
な
い
と
時
効
に
よ
り
支

払
い
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
資
格
喪
失
届

　

次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
す
ぐ
に
市

役
所
お
よ
び
支
所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
て
受
給
さ

れ
た
手
当
は
、
全
額
返
還
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ア
対
象
児
童
を
連
れ
て
結
婚
し
た
と

き
。（
内
縁
関
係
、
公
簿
上
同
居
な
ど

も
同
じ
で
す
）　

〔
婚
姻
〕〔
事
実
婚
〕

イ
対
象
児
童
を
養
育
、
監
護
し
な
く

な
っ
た
と
き
。　

〔
監
護
非
該
当
〕

ウ
遺
棄
し
て
い
た
児
童
の
父
ま
た
母
か

ら
安
否
を
気
遣
う
電
話
な
ど
が
あ
っ

た
と
き
。

オ
拘
禁
さ
れ
た
父
ま
た
は
母
が
拘
禁

解
除
さ
れ
た
と
き
。

カ
対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
に

入
所
し
た
と
き
。

③
そ
の
他
の
届
出

　

住
所
、
支
払
金
融
機
関
、
氏
名
の

変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
扶
養
す
る
児
童

数
の
増
減
が
あ
っ
た
と
き
、
証
書
を
な

く
し
た
と
き
な
ど
は
、
市
役
所
お
よ
び

支
所
の
窓
口
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

7 

孤
児
養
育
者
の
取
り
扱
い

　

孤
児
を
養
育
す
る
人
に
つ
い
て
は
、

所
得
制
限
が
、
扶
養
義
務
者
の
所
得

制
限
額
と
同
額
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。

※
孤
児
と
は
、
父
母
が
と
も
に
次
の
う

ち
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
い

い
ま
す
。

①
生
死
不
明
（
船
舶
遭
難
や
航
空
機

事
故
等
）

②
死
亡

③
不
明

④
１
年
以
上
継
続
拘
禁

8 

所
得
制
限
限
度
額

　

手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
、
そ

の
配
偶
者
（
父
ま
た
は
母
が
障
害
の

場
合
）
ま
た
は
同
居
の
扶
養
義
務
者

（
父
母
・
祖
父
母
・
子
・
兄
弟
な
ど
）

の
前
年
（
1
月
か
ら
6
月
ま
で
に
請

求
す
る
人
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所

得
が
次
表
の
額
（
本
人
の
場
合
は
一
部

支
給
欄
の
額
）
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
所
得
は

課
税
台
帳
で
確
認
し
ま
す
。

　

同
一
地
番
に
お
い
て
世
帯
分
離
さ
れ

て
い
る
場
合
で
も
、
扶
養
義
務
者
に

該
当
さ
れ
る
人
の
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。
扶
養
義
務
者
が
所
得
制
限
範

囲
内
で
あ
れ
ば
、
同
居
し
て
い
て
も
手

当
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

加
算
額　

▽
老
人
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
老

人
扶
養
親
族
1
人
に
つ
き
10
万
円

▽
特
定
扶
養
親
族
1
人
に
つ
き
15
万
円

▽
扶
養
親
族
が
2
人
以
上
で
、
う
ち

老
人
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
、
老
人

扶
養
親
族
1
人
に
つ
き
（
扶
養
親
族

が
老
人
扶
養
親
族
の
み
の
場
合
は
1

人
を
除
い
た
１
人
に
つ
き
）
６
万
円
。

※
父
ま
た
は
母
が
監
護
し
て
い
る
児
童

の
父
ま
た
は
母
か
ら
該
当
児
童
の
た
め

の
養
育
費
を
父
ま
た
は
母
、
児
童
が

受
け
取
っ
た
場
合
は
、
そ
の
額
の
8
割

相
当
額
が
所
得
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

扶養親族等の数
（税の申告人数）

請求者本人 孤児等の養育者
配偶者・扶養義務者全部支給 一部支給

０人 190,000 1,920,000 2,360,000

1人 570,000 2,300,000 2,740,000

2人 950,000 2,680,000 3,120,000

3 人 1,330,000 3,060,000 3,500,000

以降1人につき 380,000加算 380,000加算 380,000加算

　

久
留
米
母
子
家
庭
等
就
業
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
ま

た
は
寡
婦
を
対
象
に
講
習
を
行
い
ま

す
。
託
児
あ
り

①
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座
（
定
員
15
人
）

⃝
期
日
＝
９
月
１
日
～
３
日
、
６
日
～
10

日
（
18
時
～
21
時
）
⃝
締
切
＝
８
月
17
日

②
パ
ソ
コ
ン
中
級
講
座
（
定
員
15
人
）

期
日
＝
10
月
４
日
～
８
日
、
12
日
～
14
日

（
18
時
～
21
時
）
⃝
締
切
＝
９
月
21
日

⃝
①
②
と
も
受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
３
千
円
程
度
）

③
医
療
事
務
講
座
（
定
員
20
人
）

⃝
期
日
＝
９
月
１
日
～
22
日
ま
で
の
う
ち

11
日
（
９
時
30
分
～
16
時
30
分
）
⃝
受

講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
２
千
円
検
定
代

６
５
０
０
円
含
む
）
⃝
締
切
＝
８
月
18
日

④
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
（
定
員
各

回
10
人
）
⃝
開
催
日
＝
８
月
17
日
、
９

月
22
日
、
10
月
以
降
も
あ
り
⃝
受
講

料
無
料

⃝
①
②
③
④
の
開
催
場
所
＝
え
ー
る
ピ

ア
久
留
米
（
久
留
米
市
諏
訪
野
町
１

８
３
０
ー
６
）

⑤ 

就
業
相
談

⃝
相
談
日
・
時
間
（
予
約
制
）
＝
月
・
金
・

土
（
12
時
～
17
時
）
水
（
12
時
～
19
時
）

祝
日
休
み
⃝
予
約
電
話
受
付
＝
月
～
土

（
９
時
～
17
時
）
⃝
内
容
＝
家
庭
の
状

況
や
適
性
・
経
験
に
応
じ
て
、
就
業
に

向
け
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
求
人
情
報

の
提
供
な
ど
を
行
い
、
就
職
が
決
ま
る

ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
⃝
①
②
③
④

⑤
の
申
込
先
＝
久
留
米
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
就
業
相
談

窓
口
（
久
留
米
市
東
町
42
―
14
ワ
カ

ナ
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
４
階
）
へ
直
接
持
参

（
☎
０
９
４
２
・
３
６
・
２
６
２
６
）

※
申
込
書
は
子
育
て
支
援
課
に
も
あ
り

ま
す
。
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

　しょうがいをもつ児童の保護者を対象

とした特別児童扶養手当の受給者は、毎

年８月に特別児童扶養手当の所得状況届

の手続きが必要です。

　所得状況届の手続きをしないと８月以

降の手当を受けることができなくなりま

すので、必ず期日に手続きをしてください。

★提出日＝ 8月１１日（水）

★会場＝市役所本庁・総合支所および各支所

★提出書類＝①送付したはがき②手当証

書③印鑑④療育手帳・身体障害者手帳

★問い合わせ＝子育て支援課子育て支援

係（☎２３・１３５１）　

特別児童扶養手当の所得状

況届の手続きはお忘れなく

就
業
支
援
講
習
会
等
の
お
知
ら
せ

（単位：円）〈所得制限限度額〉
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黒木・上陽・矢部・星野の区域

◉問い合わせ

　八女市役所　社会環境課生活環境係（☎ 23・1462）

　立花支所　　市民生活福祉課環境係（☎ 23・4932）

◉問い合わせ

　黒木総合支所　市民生活課環境係　　　　　　　　（☎ 42・1463）

　上陽支所　　　市民生活福祉課市民生活福祉係　　（☎ 54・2218）

　矢部支所　　　市民生活福祉課生活福祉係　　　　（☎ 47・3111）

　星野支所　　　市民生活福祉課生活福祉係　　　　（☎ 52・3113）

花
火
は

楽
し
く
安
全
に

遊
び
ま
し
ょ
う
！

八
女
消
防
本
部
（
☎
２
４
・
０
１
１
９
）

夏
の
風
物
詩
「
花
火
」
。
い
よ

い
よ
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
楽
し
み
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
気
軽
に
楽
し
め
る
花

火
も
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と
火
事
や

や
け
ど
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。
実
際
に
平
成
21
年
中
、

花
火
が
原
因
と
み
ら
れ
る
火
災
は
、

全
国
で
72
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

火
災
や
や
け
ど
な
ど
の
事
故
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
、
夏

の
楽
し
い
思
い
出
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
花
火
で
安
全
に
遊
ぶ
ポ
イ
ン
ト

◉
気
象
条
件
を
考

え
、
風
の
強
い
と
き

は
花
火
を
し
な
い
。

◉
燃
え
や
す
い
も
の

が
な
く
、
広
く
て
安

全
な
場
所
を
選
ぶ
。

◉
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
と
一
緒

に
遊
ぶ
。

◉
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
注
意
事
項

を
必
ず
守
る
。

◉
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
遊
び
終
わ
っ

た
花
火
は
必
ず
水
に
つ
け
る
。

お
盆
期
間
の

「
ご
み
収
集
」
と

「
し
尿
く
み
取
り
」

燃えるごみ

（市収集）

クリーンセンター・リサイクル

プラザ（直接持ち込み）
し尿くみ取り

８月１１日㈬ × 　搬入可 　 ○

12 １１２日㈭ 木曜収集区域 　搬入可  　○

12１３日㈮ 金曜収集区域 　搬入可  　×

２９１４日㈯ × 　　×  　×

12 月１５日㈰ × 　　×  　×

　１６日㈪ 月曜収集区域 　搬入可  　○

１７日㈫ 火曜収集区域 　搬入可  　○

12 月１８日㈬ × 　搬入可  　○

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ

の
直
接
持
ち
込
み
は
８
時
30
分
～
16
時
45
分

で
す
。

（
不
燃
・
資
源
ご
み
は
搬
入
証
明
書
が
必
要
）

し
尿
く
み
取
り
の
予
約
は
、
８
月
５
日
㈭
ま
で

に
指
定
の
業
者
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

燃えるごみ

（市収集）

八女市環境センター
（直接持ち込み）

し尿くみ取り
（八女市衛生センター）

８月１１日㈬ 水曜収集区域 　搬入可 ○

12 １１２日㈭ 木曜収集区域 　搬入可 ○

12１３日㈮ 金曜収集区域 　搬入可 ○

２９１４日㈯ × 　　× ×

12 月１５日㈰ × 　　× ×

　１６日㈪ 月曜収集区域 　搬入可 ×

１７日㈫ 火曜収集区域 　搬入可 ○

12 月１８日㈬ 水曜収集区域 　搬入可 ○

八
女
市
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
持
ち
込
み
は

９
時
～
15
時
（
12
時
～
13
時
を
除
く
）
ま
で

で
す
。

八女・立花の区域

南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
（
本
庁
舎
）
の
「
犬
・
ね
こ
の
引
き

取
り
業
務
」
受
付
は
８
月
12
日
㈭
は
休
み
で
す
。

問
い
合
わ
せ

南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
６
３
）



新
八
女
市
誕
生
後
、
初
め
て
の
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
を
募
集

（
平
成
22
年
度
予
算
６
０
０
万
円
）
し
た
と
こ
ろ
、

受
付
件
数
42
件
に
の
ぼ
る
多
数
の
市
民
団
体
や
グ

ル
ー
プ
か
ら
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
５
～
６
月

に
、
両
副
市
長
、
教
育
長
、
市
民
見
識
者
、
関
係

課
長
に
よ
る
２
回
の
審
査
会
を
実
施
し
27
件
を
採

択
し
ま
し
た
。

す
で
に
、
採
択
団
体
に
お
い
て
、
当
市
の
各
地

域
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
企
画
書
に
基
づ
く
実

践
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
今

後
、
活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
で
き
る
限
り
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◉
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
支
援
課
地
域
自
立
支
援
係

（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）　

団　体　名（代表者名） 事　業　概　要

八女検定作成委員会

（國友 浩）
八
女

八女市民として知ってほしいことをまとめた新市の問題集をつくる。この問

題集は新八女検定として地域づくり団体など誰もが活用できるようにする。

プチ起業応援塾

（川口 樹理）
八
女

本業を続けながらの起業や趣味を収入に変えたいと思っているプチ起業家

の育成支援を行う。

光友おやじの会

（中村 俊彦）
立
花

子どもたちに、本物の舞台芸術に触れさせ、豊かな感性をはぐくむことを目

的に、劇団よる影絵劇を上映する。

八女・元町筋を愛する会

（今里 亨）
八
女

地域住民や学生たちとの交流を視野に入れた和ろうそくのみによる創作舞

踊公演体験を行う。

ぱーそなるケア

（中島 新助）
八
女

「運動したいができない人、分からない人」を支援するため、子どもから大

人まで気軽に参加できる運動教室を開催する。

八女・文化創造ネットワー

ク会議（内野 健一）
八
女

地域で活動する団体が連携し、著名文化施設や専門家からまちづくりの手法を

学び、地域交流センターの利用促進とまちづくりにかかわる人材を育成する。

八女産地紅茶研究会

（久間 正大）
上
陽

一般消費者を対象にした紅茶づくり体験や九州大学キャンパスでの八女産

地紅茶のピーアール活動を行い、八女産地紅茶を復興する。

夢たちばな竹工房

（三澤 幸雄）
立
花

八女の荒廃した竹林の再生と、八女の新しい特産品づくりを目的に、「竹灯明」

製作講習会を開催する。また、竹灯明製作のできる人材の育成を図る。

江碕済先生を語る会

（栗原 三鶴）
矢
部

江碕先生をしのんで、村外からも有志を招へいし、先生およびその門下生

について語り合う「集い」を開催し、記念碑を移設する。

ＪＡふくおか八女黒木地

区青年部（石崎 直樹）
黒
木

都会の独身女性を黒木町に招き、山間部農業後継者との交流会を開催する

ことで、嫁不足の解消と黒木の風土の素晴らしさをアピールする。

ＪＡふくおか八女黒木地

区青年部（石崎 直樹）
黒
木

お米・お茶等の農作物を小学生、園児と共に作って今後の日本の食糧事情、

食の安全・安心・大切さ等、子どもたちが学ぶべき大切な食育活動を行う。

ＮＰＯ法人八女町並みデ

ザイン研究会（中島 孝行）
八
女

町家や古民家などの伝統構法を伝えていくために、伝統家屋改修相談・見学会

を行い、伝統工法体験ワークショップや伝統木構法シンポジウムを開催する。

郷土料理研究グループ

味彩（新 静子）
上
陽

ほたると石橋の館を会場に、都市住民と地域住民との食を通した交流体験

活動を開催し、奥八女上陽をピーアールする。

ＲＥＶ

（月足 教信）
立
花

地域内情報の共有を図るため、「地域新聞」発行に向けた、掲載情報の収集、

紙面編集、発行組織結成のための人づくり講座の研修会を開催する。

八女津媛地域づくり振興

会（栗原 裕典）
矢
部

八女の名発祥の地「八女津媛神社」の景観整備を行い、観光ボランティア

の育成と、ふるさと民謡コンサートを開催し、観光客の拡大を図る。

昇盛会

（栗原 吉平）
矢
部

矢部川の上流地域において、河川内倒木が多く存在することから、災害発

生を未然に防止するために、倒木除去作業を行う。

ＳＴＡＲＴ

（古庄 修）
立
花

地域の耕作放棄地を有効利用し、地域住民と都市住民との交流による地域

活性化を図るために、耕作放棄地の調査、圃場試験等を行う。

八女市文化連盟立花支部

郷土史グループ（平島 格）
立
花

古くから伝わる文化遺産を後世に継承するために、立花地区内の名勝旧跡

の現状を把握し、市民に由緒や意義を広く紹介するカルタ作成を行う。

ＮＰＯ法人 白城の里旧大

内邸保存会（古賀 功一）
立
花

旧大内邸で、竹に関するシンポジウムを開催し、今後の竹活用の可能性を探

る。また、日本茶・中国茶・韓国茶の三国茶文化を楽しむイベントを開催する。

きたやまレディース

（中村 芳子）
立
花

地域住民の意識改革のために、劇団専門家を講師として招き、ミュージカ

ル劇団「さくら」を立ち上げる。地域まつりで披露し、地域文化向上を目指す。

光友地区地域振興会議

（福原 信彬）
立
花

光友インターネットテレビの編集技術の熟練と担い手育成の研修会を開催

する。また、視聴者側のフォローとしてインターネット活用講座を開催する。

矢部村青年団

（鬼塚 義成）
矢
部

地域おこしのために、地域住民と協働して花火の打ち上げ大会やイベント

を行う。

上郷１区 １１支部青壮年

部（今村 治雄）
星
野

通称城山への登山道を整備することで、歴史ある地域資源として登山スポッ

トをつくる。整備は、危険か所の倒木伐採や登山補助鎖の設置作業を行う。

子鹿の里

（樋口 裕子）
星
野

鹿里フォトコンテストや彼岸まつりコンサートを開催し、鹿里ファンの拡大を図る。ま

た地元農産物による都市消費者との交流を図り、鹿里集落の活性化につなげる。

山村留学を育てる会

（森松 定之）
星
野

山村留学制度発足２０周年の節目として、歴代留学生やその家族、関係者を招き、交

流会を開催し、今までの歴史や取り組みを紹介し、広く留学制度をピーアールする。

図書ボランティアの会「夢

の扉」（柴田 哲秀）
星
野

読書と芸術文化の重要性を考えながら、図書ボランティアとともに図書まつ

り、親子おはなし会等を開催し、子どもたちの豊かな心と表現力を育てる。

星野村芸術文化振興会

（栗原 るみ子）
星
野

星野音楽祭を開催する。プロアーティストよる歌や演奏、アマチュアバンド

演奏会等を開催し、地域の芸能文化の振興と人との交流を促進する。

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

27
件
を
採
択
し
ま
し
た

市民との協働によるまちづくり提案事業採択団体 平
成
22
年
度

（代表者名は敬称略）

広報やめ　2010.8.15
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なぜ なぜ 人権 － あらゆる差別をなくすことをめざして － ■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

学
生
時
代

　

昭
和
14
年
、
日
中
戦
争
が
拡
大
し
、
連
戦
連

勝
の
ニ
ュ
ー
ス
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
中
、
高
等
小
学

校
を
卒
業
し
、
福
島
商
業
学
校
に
入
り
ま
し
た
。

学
校
で
の
簿
記
な
ど
の
学
習
の
ほ
か
、
出
兵
し
て

人
手
の
足
り
な
く
な
っ
た
農
家
の
麦
の
取
り
入
れ

や
田
植
え
、
稲
刈
り
な
ど
に
出
て
い
く
こ
と
も
多

い
毎
日
で
し
た
が
、
街
角
に
は
日
の
丸
行
進
曲
や

軍
艦
マ
ー
チ
が
流
れ
、
そ
れ
な
り
に
楽
し
い
日
々
で

し
た
。
し
か
し
、
昭
和
16
年
、
あ
の
真
珠
湾
攻
撃

に
始
ま
る
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
ま
す
。
私
た
ち

の
年
代
は
、
も
の
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
、
日
本
は
神

の
国
で
あ
り
、
戦
争
に
負
け
る
こ
と
は
な
い
と
信

じ
込
ん
で
き
た
わ
け
で
、
そ
の
と
き
は
、
そ
の
重
大

さ
が
つ
か
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

や
が
て
、
学
校
は
勉
強
よ
り
も
、
行
軍
な
ど
の

軍
事
訓
練
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
戦
争
が
長

く
な
る
に
つ
れ
、
食
料
な
ど
も
不
足
す
る
よ
う
に

な
り
、
継
ぎ
の
当
た
っ
た
ズ
ボ
ン
や
シ
ャ
ツ
を
着
、
穴

の
あ
い
た
運
動
靴
を
は
い
て
、
い
も
畑
の
草
取
り
に

精
を
出
す
毎
日
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
18
年
、
太
平
洋
上
の
戦
闘
で
は
、
日
本

軍
が
玉

ぎ
ょ
く
さ
い

砕
す
る
な
ど
、
敗
色
が
濃
く
な
っ
て
い
き
ま

す
が
、
そ
の
戦
場
の
真
実
は
一
切
伝
え
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
中
、
わ
た
し
は
学
校
を
卒
業
し
、

昭
和
19
年
１
月
、
大
牟
田
市
の
人
造
石
油
会
社

に
就
職
し
ま
し
た
。

軍
需
工
場
に
就
職
し

　

戦
争
が
激
し
く
な
り
、
石
油
の
輸
入
は
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
そ
の
中
、
大
牟
田
市
に
は
、
石
炭

を
原
料
に
し
て
石
油
を
製
造
す
る
ド
イ
ツ
の
技
術

工
場
が
建
設
さ
れ
、
年
間
３
万
ト
ン
の
石
油
精
製

を
目
標
に
動
い
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
、
２
５
０

０
人
の
社
員
の
一
人
と
し
て
、
昼
夜
を
分
か
た
ず

作
業
に
当
た
り
ま
し
た
。

大
牟
田
市
の
空
襲
～
戦
場
そ
の
も
の
だ
っ
た
～

　

昭
和
19
年
11
月
、
大
牟
田
市
は
Ｂ
29
爆
撃

機
５
機
に
よ
る
、
第
１
回
目
の
空
襲
を
受
け
ま

す
。
市
の
郊
外
に
爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
の
で
す
が
、

工
場
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
あ
と
、

合
計
５
回
に
及
ぶ
空
襲
の
前
ぶ
れ
と
は
、
だ
れ
も

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
回
目
は
昭
和
20
年
６
月
、

Ｂ
29
が
１
０
０
機
以
上
や
っ
て
き
て
、
焼
夷
弾
を

海
岸
線
近
く
に
投
下
し
ま
す
。

　

３
回
目
は
、
７
月
27
日
午
前
零
時
か
ら
１
時
間

半
に
及
ん
だ
、
市
街
地
を
ね
ら
っ
た
真
夜
中
の
焼

夷
弾
の
大
量
投
下
で
し
た
。
町
の
中
の
ほ
と
ん
ど
の

民
家
が
全
焼
し
、
火
災
に
巻
き
込
ま
れ
た
多
く
の

人
々
が
焼
死
し
ま
し
た
。
防ぼ

う

空く
う

壕ご
う

で
聞
く
焼
夷
弾

の
降
り
注
い
で
く
る
音
は
、
ち
ょ
う
ど
大
雨
の
「
ザ
ー
ッ
」

と
降
る
音
に
似
て
い
ま
す
。
木
造
の
日
本
の
民
家

に
火
災
を
起
こ
す
た
め
に
造
ら
れ
た
爆
弾
で
、
爆

発
の
大
き
な
音
は
し
な
い
の
で
す
が
、
何
と
も
不
気

味
で
し
た
。
そ
の
降
り
注
ぐ
様
は
、
遠
く
か
ら
見
た

ら
、
ま
る
で
花
火
の
よ
う
で
幻
想
的
だ
っ
た
と
聞
き

ま
す
が
、
渦
中
は
、
ま
さ
に
戦
場
そ
の
も
の
で
し
た
。

わ
た
し
の
入
っ
た
社
員
寮
も
全
焼
し
ま
し
た
。

　

朝
に
な
り
、
防
空
壕
か
ら
出
て
近
く
の
公
園
に

出
て
み
る
と
、
十
数
体
の
黒
こ
げ
の
死
体
が
こ
ろ
が
っ

て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
ぼ
う
ぜ
ん
と
す
る
の
み
で
し
た
。

ま
た
、
工
場
に
落
ち
た
焼
夷
弾
を
取
り
か
た
づ
け

て
い
た
八
女
工
業
の
学
生
が
そ
の
残
っ
た
弾
の
爆
発

に
会
い
、
全
身
に
破
片
を
浴
び
、
血
み
ど
ろ
に
な
っ

て
即
死
す
る
事
故
も
目
の
前
で
起
き
ま
し
た
。

　

続
く
４
回
目
は
、
８
月
７
日
、
正
午
ご
ろ
の

空
襲
で
、
今
度
は
工
場
を
ね
ら
っ
た
爆
弾
攻
撃

で
し
た
。（
注
・
前
日
に
は
、
人
類
最
初
の
原
爆

が
、
広
島
に
落
と
さ
れ
て
い
る
）　

ほ
と
ん
ど
の
工

場
が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
工
場
内
で

働
い
て
い
た
、
八
女
工
業
、
三
池
、
伝
習
館
な
ど
、

勤
労
動
員
の
学
生
36
人
も
、
そ
の
犠
牲
と
な
り

ま
し
た
。
終
戦
の
１
週
間
前
の
出
来
事
で
し
た
。

終
戦
の
玉
音
放
送
～
た
だ
、
安
ど
感
だ
け
が
～

　

８
月
15
日
、
玉
音
放
送
（
天
皇
の
声
）
が
あ

る
と
い
う
知
ら
せ
で
し
た
。
正
午
に
ラ
ジ
オ
の
前

に
集
ま
り
、
そ
の
放
送
を
聞
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

初
め
て
聞
く
天
皇
の
声
で
あ
り
、ま
た
、
ガ
ー
ガ
ー

ピ
ー
ピ
ー
と
音
を
聞
き
取
れ
ず
、「
耐
え
が
た
き

を
耐
え
…
…
」
と
い
う
声
が
や
っ
と
聞
き
取
れ
る

程
度
で
、
そ
れ
が
敗
戦
の
知
ら
せ
で
あ
る
と
は

全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
の
知
ら
せ

で
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
の
で
し
た
。

「
今
日
は
、
飛
行
機
は
飛
ん
で
来
な
い
だ
ろ
う
」

「
今
夜
は
、
電
気
を
つ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
」

戦
争
に
勝
っ
た
か
負
け
た
か
で
は
な
く
、
た
だ
、
戦

争
が
終
わ
っ
た
と
い
う
安
ど
感
だ
け
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
を
生
き
抜
い
て

　

わ
た
し
は
軍
需
工
場
に
勤
め
、
空
襲
に
は
あ
っ

た
も
の
の
、
戦
後
は
民
需
の
化
学
工
場
に
勤
め
、

生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
世
代
の
多
く

人
々
は
、
戦
場
に
お
も
む
き
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
り

ま
し
た
。
い
の
ち
の
か
け
が
え
の
な
さ
を
、
こ
の
戦

争
の
中
に
青
春
時
代
を
送
っ
た
か
ら
こ
そ
、
身
に

し
み
て
感
じ
ま
す
。

降
り
注
ぐ
焼

し

ょ

う

夷い

弾
だ

ん

の
中
で

今
年
も
入
道
雲
の
わ
き
立
つ
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
さ
な
か
、
８
月
６
日
㈮
に
は
、
市
内

の
す
べ
て
の
小
中
学
校
が
全
校
出
校
日
と
し
、
平
和
学
習
を
行
い
ま
す
。
あ
の
数
百
万
人
に
も
の
ぼ
る
、

か
け
が
え
の
な
い
い
の
ち
が
失
わ
れ
た
太
平
洋
戦
争
の
惨
禍
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
取
り
組
み
で

す
。
し
か
し
、
日
々
の
暮
ら
し
は
、
物
に
あ
ふ
れ
、
平
和
に
ど
っ
ぷ
り
と
つ
か
っ
た
中
に
あ
り
、
戦
争
が

風
化
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら
を
生
き
る
子
ど
も

た
ち
に
、あ
の
苦
し
か
っ
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
を
、今
だ
か
ら
こ
そ
、大
い
に
話
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
戦
時
中
に
青
春
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
竹
田
和
雄
さ
ん
（
84
歳
・
稲
富
）
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

（反時計回りに）
①竹田和雄さん
②Ｂ 29爆撃機
③地上に降り注ぐ焼
夷弾の光跡
※②③は「平和への
思い2010」（㈳日本
戦災遺族会編集）より
引用④空襲後の大牟
田市（大牟田の空襲を
記録する会）より引用

■人権セミナー第3回講座「子どもの人権」●日時＝8月18日㈬19時30分～●会場＝社会福祉会館3階●テーマ＝不
登校から見た子どもの人権●講師＝小郡市教育委員会・高田美穂さん■巡回人権セミナー第３回講座「子どもの人権」
日時＝8月24日㈫19時30分～●会場＝黒木総合支所大会議室●講師＝ＮＰＯ法人「にじいろＣＡＰ」重永侑紀さん



　

市
で
は
、
広
島
と
長
崎
に
お
け
る
原
爆
死
没
者
の
霊
を

慰
め
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
た
め
、
ま
た
併
せ
て
世
界

恒
久
平
和
の
確
立
を
祈
念
す
る
た
め
、
次
の
日
時
で
サ
イ

レ
ン
を
合
図
に
１
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
す
。
皆
様
も

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

◦
広
島
原
爆
の
日
＝
８
月
６
日
㈮
８
時
15
分
か
ら
１
分
間

◦
長
崎
原
爆
の
日
＝
８
月
９
日
㈪
11
時
２
分
か
ら
１
分
間

◦
終
戦
記
念
日
＝
８
月
15
日
㈰
正
午
か
ら
１
分
間

　

市
役
所
と
各
支
所
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、

火
災
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

戦
時
中
の
写
真
パ
ネ
ル
や
使

わ
れ
て
い
た
品
々
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
戦

争
と
子
ど
も
た
ち
。

⃝
期
日
＝
８
月
３
日
㈫
～
15
日
㈰

⃝
場
所
＝
八
女
市
立
図
書
館
ロ

ビ
ー
（
月
曜

休
館
）

⃝
問
い
合
わ

せ
＝
文
化
課

（
☎
２
３
・

１
９
８
２
）

⃝
期
日
＝
8
月
8
日
㈰
～
26
日
㈭

⃝
場
所
＝
八
女
市
立
図
書
館

（
月
曜
休
館
）

※
折
鶴
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
市
民
の
皆

様
に
折
っ
て
い
た
だ
い
た
折
鶴

は
、
星
野
村
「
平
和
の
塔
」
に

平
和
の
祈
り

と
し
て
捧
げ

ま
す
。

⃝
問
い
合
わ

せ
＝
八
女
市

立
図
書
館
（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

　

多
く
の
皆
さ
ん
が
被
爆
の
惨

状
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

平
和
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
原
爆
写
真
資
料
展

を
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
８
月
２
日
㈪
～
14
日
㈯

⃝
場
所
＝
八
女
市
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同
参

画
・
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
２
３
・
１
３
１
８
）

　八女市では世界の恒久

平和をめざして、８月８日

から15日までを「平和週

間」としています。次のよ

うな事業を行いますので、

皆さまの参加をお待ちし

ています。戦争を次の世

代に語り継ぎながら、尊

い犠牲の上に成り立つ平

和を守っていきましょう。

　

市
町
村
合
併
に
伴
い
、
星
野
村
の
「
平
和
の
火
」
を
、
平
和

へ
の
願
い
と
と
も
に
八
女
市
が
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。

　

「
平
和
の
火
」
は
故
・
山
本
達
雄
氏
が
原
爆
投
下
後
の
広
島

か
ら
残
り
火
を
持
ち
帰
ら
れ
た
も
の
で
、
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久

平
和
実
現
に
向
け
た
平
和
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
灯
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
火
が
灯
る
平
和
の
広
場
を
会
場
に
、
平
和
祈
念
式
典
を

行
い
ま
す
。

⃝
日
時
＝
８
月
６
日
㈮
８
時
10
分

⃝
場
所
＝
星
の
ふ
る
さ
と
公
園
・
平
和
の
広
場
（
星
野
村
）

※
市
内
の
小
中
学
生
を
は
じ
め
市
民
の
皆
様
に
非
核
・
恒
久
平
和
へ

の
祈
り
を
込
め
て
折
っ
て
い
た
だ
い
た
折
鶴
を
献
呈
し
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
２
３
・
１
３
１
８
）

⃝山本 達雄さん（やまもと たつお）

　大正4年12月16日星野村で生まれる。10代の半ばで父

親を亡くし、家業の精米所を切り盛りする。太平洋戦争で

3度目の召集を受け広島へ赴任し原爆に遭う。叔父の遺骨

代わりに「原爆の火」を持ち帰り、自宅に灯し続ける。昭和

43年「原爆の火」は星野村へ引き継がれ、「平和の火」と

して灯される。山本さんの元へは日本中、外国からも多くの

人が訪ねて来るようになった。80歳を過ぎてから、山本さ

んは小学校や中学校・高校などで被爆体験の話をする。平

成16年5月11日、88歳5か月で永眠。この平和の火は平

成 22年現在全国 14か所に灯されている。

※写真は昭和 63年撮影。達雄さん73歳のころ。

平
和
祈
念
式
典

１
分
間
の
黙
と
う
を

捧
げ
ま
し
ょ
う
。

今
も
な
お

燃
え
続
け
る

平
和
の
火

八
女
市

平
和
週
間

戦
時
資
料
展

平
和
図
書
コ
ー
ナ
ー

ミ
ニ
ミ
ニ
原
爆
展

広報やめ　2010.8.17
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八
女
市
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
ご
協
力
に
よ
り
、
視
覚

し
ょ
う
が
い
者
の
人
に
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん
だ
「
八
女
市

広
報
声
の
た
よ
り
」
を
毎
月
２
回

（
１
日
号
、
15
日
号
）
お
届
け
し

て
い
ま
す
。
費
用
は
か
か
り
ま
せ

ん
の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉
ご
利
用
の
流
れ

①
「
広
報
や
め
」
１
日
号
と
15
日

号
の
内
容
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

に
よ
り
テ
ー
プ
に
録
音
。

②
市
役
所
よ
り
専
用
ケ
ー
ス
に
入

れ
、
利
用
者
宅
へ
郵
送
。

③
聞
き
終
わ
っ
た
ら
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
を
再
び
専
用
ケ
ー
ス
に
入
れ
、
郵

便
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
料
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市

長
公
室
秘
書
広
報
係
（
☎
２
３
・

１
１
１
０
）

目の
不自由な
皆様へ

「
八
女
市
広
報
」
を

お
届
け
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
ご
協
力

に
よ
り
、「
点
字
の
広
報
や
め
」
を
八

女
市
役
所
本
庁
ロ
ビ
ー
、
八
女
市
立

図
書
館
本
館
、
黒
木
分
館
に
置
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
分
館
で
も
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ
＝
市
長
公
室
秘
書
広

報
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

八
女
市
広
報
声
の
た
よ
り

点
字
の
広
報
や
め
を
市
役
所
ロ
ビ
ー
、
図
書
館
等
に
置
い
て
い
ま
す

八
女
市
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

●
第
１
次
試
験
日

９
月
19
日
㈰　

10
時
～

●
第
１
次
試
験
会
場

福
島
中
学
校

（
八
女
市
本
村
４
３
０
番
地
）

※
募
集
職
種
と
採
用
予
定
人
員
、

受
験
資
格
・
試
験
の
程
度
に
つ
い

て
は
広
報
や
め
８
月
15
日
号
と
八

女
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
申
込
書
請
求
先

〒
８
３
４

－

８
５
８
５　

八
女
市

本
町
６
４
７
番
地　

八
女
市
役
所

総
務
部
人
事
課
人
事
係　

※
申
込
書
は
８
月
２
日
㈪
か
ら
市

役
所
で
配
布
し
ま
す
が
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
郵
送
で
申
込
書
を
請
求
さ
れ
る

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、「
採
用
試

験
願
書
請
求
（
試
験
区
分
を
必
ず

記
入
）
」
と
朱
書
き
し
、
１
４
０
円

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ

４
判
が
入
る
大
き
さ
）
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
受
付
期
間

８
月
２
日
㈪
～
23
日
㈪
の
土
・
日

曜
を
除
く
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
、
封
筒

の
表
に
「
受
験
」
と
朱
書
し
、
受

験
票
用
の
写
真
１
枚
と
、
あ
て
先

を
明
記
し
て
80
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
（
定
型
サ
イ
ズ
）
を

同
封
し
て
、
配
達
記
録
郵
便
で
送

っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
締
め
切
り

間
近
の
申
込
書
の
郵
送
は
、
必
ず

速
達
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
23
日
㈪

ま
で
の
消
印
が
あ
る
書
類
で
不
備
の

な
い
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

八
女
市
役
所
総
務
部
人
事
課
人
事

係
（
☎
２
３
・
２
１
２
９
）

●
申
し
込
み
受
付
期
間

８
月
２
日
㈪
～
８
月
23
日
㈪ 

※
土
・
日
曜
を
除
く

●
第
１
次
試
験
日

９
月
19
日
㈰ 

10
時
～

●
第
１
次
試
験
会
場

福
島
中
学
校

平成22年度
八女市職員採用試験の

お知らせ
S http://www.city.yame.fukuoka.jp/
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八女支店

8月の
横町町家
交流館の
催し

 ふるさと支援寄附のお礼（敬称略）

 寄附のお礼（敬称略）

６月末現在累計額＝７３９万４８６７円

⃝岡山小学校へ

▽医療法人六広会理事長大石昌弘（室岡）＝金一封

⃝各小中学校へ

▽堤　猛（筑紫野市）＝金一封

⃝市内保育所（園）へ

▽野田製菓（大籠）＝黒棒 80箱

今
回
、
八
女
市
横
町
町
家
交

流
館
で
は
八
女
文
化
連
盟

書
道
部
会
員
（
含
物
故
会
員
）
の

揮
毫
に
よ
る
碑
・
看
板
・
食
器
類
を

展
示
し
ま
す
。　

　

世
は
ま
さ
に
活
字
の
世
界
、
新
聞
、

雑
誌
、
書
籍
。
最
近
は
パ
ソ
コ
ン
の

普
及
に
よ
り
、
さ
ら
に
活
字
の
世
界

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
日
本

人
は
書
へ
の
関
心
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　

書
と
い
え
ば
、
床
の
間
の
芸
術
と

し
て
鑑
賞
す
る
掛
軸
や
額
装
の
書
、

住
ま
い
の
中
の
調
度
品
に
も
書
か
れ

て
い
ま
す
。
遺
蹟
の
碑
、
お
宮
の
鳥

居
、
仏
閣
の
額
文
字
、
そ
の
店
の
顔

で
あ
る
看
板
、
食
事
に
使
用
す
る
食

器
、
茶
道
具
、
そ
の
他
身
の
ま
わ
り

に
た
く
さ
ん
の
書
が
あ
り
ま
す
。

　

神
秘
的
な
も
の
、
装
厳
な
も
の
、

装
飾
的
な
も
の
、
い
ず
れ
に
し
て
も

ど
の
作
品
も
美
的
に
精
一
杯
の
意
匠

を
凝
ら
し
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
も
の
の
一
部
を
、
拓
本
と

写
真
な
ど
で
展
示
し
ま
す
。
日
ご
ろ
、

何
気
な
く
通
り
過
ぎ
て
い
た
「
身
の

ま
わ
り
の
書
」
に
あ
ら
た
め
て
目
を

向
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

⃝
期
間
＝
８
月
３
日
㈫
～
29
日
㈰

⃝
会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流

館

（
八
女
市
本
町
９
４
番
地
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

身のまわりの書

私
た
ち
の
住
む
八
女
市
は
、
平
成

22
年
２
月
１
日
に
黒
木
町
、
立

花
町
、
星
野
村
、
矢
部
村
と
合
併
し
、

新
「
八
女
市
」
と
し
て
歩
み
始
め
ま
し
た
。

面
積
４
８
２
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
大

な
土
地
は
、
風
光
明
媚
な
自
然
と
そ
の

地
の
利
を
生
か
し
て
豊
か
な
農
林
産
物

や
貴
重
な
歴
史
、
伝
統
、
文
化
を
育
ん

で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
多
様
な
財
産
を
継
承
し
、

よ
り
一
層
の
発
展
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、

地
域
づ
く
り
お
よ
び
人
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
た
だ
き
た
く
、
八
女
市
へ
の
共
感

や
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
持
つ
人
々
か
ら

の
寄
附
金
に
よ
る
基
金
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
寄
附
金
の
活
用
方
法

　

寄
附
さ
れ
た
人
よ
り
次
の
事
業
の
中

か
ら
ご
指
定
い
た
だ
き
、
目
的
に
沿
っ

て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
地
場
産
品
発
掘
・
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

②
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
お
よ
び

少
子
化
対
策
事
業

③
観
光
振
興
・
交
流
事
業

④
環
境
保
全
事
業

⑤
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
特
定

の
事
業

◆
寄
附
へ
の
お
礼

　

１
万
円
以
上
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
は
、
八
女
市
特
産
品
（
八

女
茶
、
手
す
き
和
紙
、
石
灯
篭
等
）
を

お
贈
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
寄
附
の
方
法

　

「
寄
附
申
込
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
、
現
金
持
参
も
し
く
は
指
定
の
口
座

へ
お
振
り
込
み
い
た
だ
き
ま
す
。
八
女

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
賛
同
し
て
い
た
だ

け
る
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
お
申
し

込
み
い
た
だ
け
ま
す
。（
市
内
外
を
問
い

ま
せ
ん
）

◆
税
金
の
控
除
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
金
で
は
、
寄
附

金
額
の
５
千
円
を
こ
え
る
部
分
の
寄
附

金
額
に
つ
い
て
所
得
税
と
個
人
住
民
税

で
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
控
除
対
象
と
な
る
寄
附
額
は
、
個
人
住

民
税
所
得
割
額
の
一
割
が
上
限
で
す
。

ふ
る
さ
と

八
女
市
の

応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。 

行
財
政
改
革
推
進
課

（
☎
２
３
・
１
３
４
６
）

（八女市広報H22.8）

102

23 5

30

拓本　故・落合精一（栖閑）
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市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、俳句、
身辺雑記、市へのご意見や質問などの
投稿をお待ちしています。

滴し
た
たり

や
八や

女め

津つ

媛ひ
め

神が
み

岩い
わ

屋や

洞ど
う 

万ば
ん
り
ょ
く

緑
や
禅ぜ

ん
で
ら寺

に
鳥ち

ょ
う
ご語

絶た

え
ま
な
し

釣つ
り
し
の
ぶ

忍
し
づ
く
垂た

ら
し
つ
暮く

れ
に
け
り

体た
い

型け
い

の
母は

は

に
似に

て
来こ

し
更

こ
ろ
も
が
え衣

昔せ
き

日じ
つ

の
吾わ

れ

と
会あ

ひ
た
り
更

こ
ろ
も
が
え衣

新し
ん

茶ち
ゃ

汲く

む
母は

は

の
齢

よ
わ
い

を
は
る
か
越こ

へ

紺こ
ん

青じ
ょ
うの

湖
み
ず
う
み

映は

ゆ
る
薄は

く

暑し
ょ

か
な

八
女
紫し

苑お

ん

句
会

牛
島　

景
子

井
上
ト
シ
子

堤　

多
鶴
子

松
﨑　

伸
子

中
川
原
篤
子

三
輪
ウ
ラ
子

松
延
み
さ
と

　

用
事
で
八
女
市
役
所
に
行
っ
た
と
き
、
生
後

２
か
月
に
な
る
子
ど
も
が
泣
き
出
し
た
た
め
授

乳
さ
せ
よ
う
と
授
乳
室
に
案
内
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
入
口
の
片
隅
に
あ
る
小
さ

な
授
乳
室
に
驚
き
ま
し
た
。
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル

の
よ
う
な
も
の
一
つ
と
事
務
用
の
い
す
一
つ
。
ド

ア
は
カ
ー
テ
ン
な
の
で
、
通
る
人
の
物
音
に
「
開

け
ら
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
落
ち
着
い
て
授

乳
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
公
共
の
場
で
、
あ

の
よ
う
な
授
乳
室
で
は
不
安
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん

の
い
る
母
親
が
安
心
し
て
授
乳
で
き
る
場
所
を

作
っ
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
30
歳
代
・
女
性
）

　

お
便
り
拝
見
し
、
カ
ー
テ
ン
１
枚
の
狭
い
授

乳
室
で
心
配
さ
れ
な
が
ら
授
乳
さ
れ
た
様
子

が
分
り
ま
し
た
。
本
庁
舎
内
で
ほ
か
の
場
所
が

な
い
か
検
討
し
ま
し
た
が
、
ご
存
じ
の
と
お
り

本
庁
舎
は
手
狭
で
あ
り
、
新
た
に
適
切
な
場

所
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
態
で
す
。
い

た
だ
い
た
ご
要
望
に
十
分
お
応
え
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
授
乳
室
の
腰
掛
け
ス

ペ
ー
ス
を
広
め
、
カ
ー
テ
ン
を
ア
コ
ー
デ
オ
ン

ド
ア
に
取
り
換
え
、
中
か
ら
施
錠
で
き
る
よ
う

に
し
、
少
し
で
も
安
心
し
て
授
乳
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
改
善
い
た
し
ま
し
た
。
市
役
所
を

訪
れ
る
際
に
は
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　

（
会
計
課
）

　

新
八
女
市
の
観
光
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
「
茶
の
く

に
八
女
奥
八
女
」
と
決
定
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
提

案
し
た
い
の
は
、
見
知
ら
ぬ
人
が
八
女
市
へ
入
っ

て
き
て
〝
お
茶
の
香
り
、
に
お
い
〟
が
す
る
よ

う
な
仕
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
さ
す
が
〝
茶

の
ま
ち
〟
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
。
３
号
線
、
４

４
２
号
線
を
走
っ
て
い
る
と
「
ぷ
ー
ん
」
と
香

り
が
す
る
よ
う
な
、
そ
し
て
癒
さ
れ
る
よ
う
な

香
り
を
ぜ
ひ
流
布
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

（
三
角
孝
幸
さ
ん
・
立
野
）

お
茶
の
香
り
が
す
る
よ
う
な
仕
掛
け

を

安
心
し
て
授
乳
で
き
る
場
所
を

　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
で
は
平
成
21
年
度
に
新
八
女
市
観
光
事
業

開
発
委
員
会
を
設
置
し
、
新
市
の
観
光
事
業

の
推
進
を
検
討
す
る
中
、
新
八
女
市
の
観
光

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
「
茶
の
く
に
八
女
・
奥

八
女
」
と
決
定
し
ま
し
た
。
八
女
市
を
代
表
す

る
観
光
資
源
の
特
産
品
〝
お
茶
〟
を
象
徴
と
し
、

「
お
も
て
な
し
の
心
」
で
お
客
様
を
お
迎
え
す

る
中
で
〝
お
茶
の
香
り
〟
も
心
癒
さ
れ
る
一
つ

の
資
源
で
す
。

　

お
客
様
に
「
ま
た
八
女
に
行
き
た
い
」
と
思
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
豊
か
な
観
光
資
源
を

有
効
に
活
用
し
、
食
の
開
発
等
も
含
め
た
と

こ
ろ
で
心
に
残
る
よ
う
な
〝
香
り
の
お
も
て
な

し
〟
も
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
意
見
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
観
光
振
興
課
）

◎
あ
な
た
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な
ど
、

あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
は
が
き

や
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
を
利
用
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
市
長
へ
の
は
が
き
」
は
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
建
設
的
な
ご
意

見
や
ご
提
案
に
つ
い
て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど

か
ら
直
接
ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
等
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
無
責
任
な
誹
謗
・
中
傷
と
思
わ
れ
る
意
見

書
・
提
案
書
に
つ
い
て
は
対
応
し
か
ね
ま
す
。

◎
八
女
市
総
合
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

　

あ
な
た
の
申
し
出
に
よ
り
、
あ
な
た
に
代
わ
っ

て
市
政
に
対
す
る
苦
情
を
簡
易
迅
速
に
処
理
し
、

市
の
仕
事
に
不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る

と
き
は
、
市
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求
め
る

意
見
表
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
＝
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

事
務
局
（
総
務
課
内 

☎
２
３
・
１
１
１
１
）

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 22.8）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファックスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていること（意見・提案・
苦言・提言など）を、市長に届けてください。将来の八女市
づくりのため問題点は改善し、建設的な内容については実現
に向けて努力してまいります。

写真やイラスト・絵画・短歌・俳句などでも結構です。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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8月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
　※本館の開館時間＝平日 10時～ 20時

　　　　★ 8月のみ 土日祝 10時～ 20時

上陽分館 ☎54・3131

黒木分館 ☎42・0400

立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝ 9時～ 17時 30分

矢部分館 ☎47・2258

星野分館 ☎52・3112

図書館だより

⑳Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

　

思
わ
ず
た
め
息
が
出
そ
う
な
ほ
ど
優

雅
で
繊
細
な
作
品
の
数
々
…
…
。
う
ず

ら
の
卵
か
ら
ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
ま
で
、
い

ろ
ん
な
卵
の
殻
に
装
飾
や
カ
ッ
ト
を
施

す
エ
ッ
グ
ア
ー
ト
。
厚
手
の
ト
レ
ー
シ

ン
グ
ペ
ー
パ
ー
に
レ
ー
ス
の
よ
う
な
美

し
い
模
様
を
作
り
だ
す
パ
ー
チ
メ
ン
ト

ク
ラ
フ
ト
。
田
上
さ
ん
は
夫
の
仕
事
の

関
係
で
暮
ら
し
た
北
米
シ
カ
ゴ
で
エ
ッ

グ
ア
ー
ト
に
出
会
い
、
そ
の
美
し
さ
に

魅
了
さ
れ
基
礎
を
習
得
し
ま
し
た
。

　

帰
国
後
に
は
さ
ら
に
パ
ー
チ
メ
ン
ト

ク
ラ
フ
ト
を
学
び
、
作
品
制
作
の
か
た

わ
ら
講
師
を
し
た
り
作
品
展
を
開
い
た

り
し
て
、
そ
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝

え
て
い
ま
す
。「
八
女
は
文
化
の
宝
庫
」

と
、
作
品
に
八
女
和
紙
や
木
工
な
ど
を

積
極
的
に
使
い
、
デ
ザ
イ
ン
に
八
女
の

自
然
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
独
自
の
世

界
を
展
開
す
る
田
上
さ
ん
。「
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
も
一
市
民
と
し
て
協
力
し
て
い

き
た
い
」
と
の
思
い
で
、
星
野
村
の
古

陶
星
野
焼
展
示
館
に
て
、
夏
休
み
期
間

中
作
品
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

「
エ
ッ
グ
ア
ー
ト
も
パ
ー
チ
メ
ン
ト
ク

ラ
フ
ト
も
、
西
洋
文
化
の
中
で
庶
民
の

生
活
に
根
付
い
た
も
の
。
陶
芸
も
私
の

作
品
も
、
自
然
素
材
を
使
っ
て
手
で
作

り
上
げ
て
い
く
も
の
な
の
で
、
同
じ
空
間

に
置
い
て
も
不
思
議
と
マ
ッ
チ
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
美
し
い
自
然
に
育

ま
れ
た
星
野
焼
の
数
々
と
と
も
に
作
品

を
展
示
で
き
る
こ
と
を
、
と
て
も
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
両
方
の
作
品
を

ゆ
っ
く
り
と
見
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

エ
ッ
グ
ア
ー
ト
、
パ
ー
チ
メ
ン
ト
ク
ラ
フ
ト
作
家   
田た

が

み上  

純じ
ゅ
ん
こ子

さ
ん
（
上
吉
田
）

《上陽、立花、矢部、星野分館の休館日》
※月曜および祝・休日、最終金曜日

2㈪、9㈪、16㈪、23 ㈪、27㈮★、30㈪

《本館の休館日》※月曜、最終金曜日

2㈪、9㈪、16㈪、23㈪、27㈮★

30㈪  ★は館内整理日のため休館図書館の休館日

８月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

美しく装飾を施したダチョウの卵の中にお
雛様を入れたり、生活の中で楽しめる作
品を多く手がけています。

西洋と八女の文化を融合させた

美しい工芸作品を生み出す

　絵本や紙芝居など親子でお楽
しみください。

♥本館　

〈日時〉7日、14日、21日、28日

※いずれも土曜日14時～

〈場所〉おはなしコーナー
♥黒木分館　

〈日時〉14日㈯11時～

〈場所〉おはなしコーナー

8月のよみきかせ
　

立
花
分
館
は
国
道
３
号
線
沿
い

に
あ
る
、「
八
女
市
働
く
婦
人
の
家
」

の
１
階
に
あ
り
ま
す
。
南
向
き
の
明

る
い
室
内
に
は
、
親
子
で
ゆ
っ
く
り

楽
し
め
る
絵
本
の
コ
ー
ナ
ー
や
、
立

花
出
身
の
作
家
五
木
寛
之
さ
ん
の

本
を
集
め
た
五
木
寛
之
文
庫
が
あ

り
ま
す
。
４
月
か
ら
は
、
朝
日
新
聞

朝
刊
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
八
女
市
の
各
図
書
館
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
利
用
者
の
方

に
、
よ
り
身
近
で
、
よ
り
活
用
で
き

る
図
書
館
を
め
ざ
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
近
く
に
お
越
し
の

際
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

8 月のあかちゃんよみきかせ

　0歳～ 2歳児を対象によみき

かせやわらべうたなどをします。
♥本館　

〈日時〉18日㈬ 11時～

〈場所〉おはなしコーナー
♥黒木分館

〈日時〉26日㈭ 11時～

〈場所〉おはなしコーナー

《黒木分館の休館日》
※火曜および祝・休日、最終金曜日

3㈫、10㈫、17㈫、24㈫、27㈮★、31㈫

エ
ッ
グ
ア
ー
ト
と
パ
ー
チ
メ
ン
ト
ク
ラ

フ
ト
の
世
界
～
田
上
純
子
作
品
展
～

◦
開
催
＝
８
月
30
日
㈪
ま
で
９
時
～
17

時
※
期
間
中
休
館
日
な
し
◦
会
場
＝
古

陶
星
野
焼
展
示
館
（
星
野
村
）
◦
入
場

料
＝
一
般
２
０
０
円
、
小
中
学
生
50
円

（
小
中
学
生
は
土
曜
日
無
料
）
◦
問
い

合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
５
２
・
３
０
７
７
）

★
パ
ー
チ
メ
ン
ト
ク
ラ
フ
ト
体
験
会
も

８
月
21
日
・
22
日
に
あ
り
ま
す
（
要
予
約
）

パーチメントクラフ
ト体験会には、ア
クセサリートレイを
作ります。（※同じも

のではありません）

八女市立図書館　立花分館
　働く婦人の家 1階

夏
休
み
期
間
中
、
土
曜
・

日
曜
も
20
時
ま
で
開

館
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本館のみ郷
土
の
作
家
・
五
木
寛
之
さ
ん

の
本
が
充
実

《
平
和
資
料
展
》

８
月
３
日
㈫
～
15
日
㈰

《
平
和
図
書
展
示
》

８
月
１
日
㈰
～
26
日
㈭

分館
紹介
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７
月
６
日
㈫
、
八
女
た
ば
こ
販
売

協
同
組
合
婦
人
部
を
中
心
と
し
た
会

員
17
人
が
、
立
花
支
所
周
辺
と
千
間

土
居
公
園
付
近
一
帯
の
２
か
所
に
分
か

れ
て
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

た
ば
こ
の
吸
い
殻
を
は
じ
め
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
、
弁
当
の
ト
レ
ー

な
ど
多
く
の
ご
み
が
集
め
ら
れ
ま
し

た
。
八
女
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
で

は
、
八
女
市
と
筑
後
市
、
広
川
町
で

同
様
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
毎
月

行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
一
人
は
「
思

っ
て
い
た
よ
り
ご
み
が
少
な
か
っ
た
。

住
民
の
皆
さ
ん
が
環
境
美
化
に
努
め

て
い
る
み
た
い
で
す
ね
」
と
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

願いを書いた短冊を飾りました

集めたごみを分別する皆さん

参加者を相手に実際にボールを打ち合いました

光
友
保
育
所
と
北
山
保
育

所
、
辺
春
保
育
園
の
児
童
と
保

護
者
が
、
７
月
７
日
㈬
に
七
夕

飾
り
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
七

夕
飾
り
は
、
道
の
駅
た
ち
ば
な

が
竹
を
提
供
し
、
保
育
所
用
と

道
の
駅
用
と
二
つ
の
飾
り
が
作

ら
れ
ま
し
た
。

光
友
保
育
所
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
１
週
間
ほ
ど
前
か
ら

作
っ
た
色
と
り
ど
り
の
飾
り
物

と
、
子
ど
も
と
保
護
者
が
願
い

事
を
書
い
た
短
冊
が
飾
り
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
短
冊
に
は
「
ピ

ア
ノ
が
上
手
に
な
り
た
い
」「
仮

面
ラ
イ
ダ
ー
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム

に
な
り
た
い
」
な
ど
の
願
い
事

が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
保
護

者
か
ら
は
「
病
気
を
し
な
い
で

元
気
に
育
ち
ま
す
よ
う
に
」
な

ど
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

を
願
う
言
葉
が
並
ん
で
い
ま
し

た
。
こ
の
七
夕
飾
り
は
道
の
駅

に
も
飾
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
は
「
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
に
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
う
」
と
待
ち
き
れ
な
い
様
子

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
わ
だ
い 

 

　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ受

章
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す

天
ま
で
届
け
み
ん
な
の
願
い

保
育
所
で
七
夕
飾
り
を
作
成

叙勲を受けた持丸さん（中央）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
活
動

卓
球
で
強
く
な
る
ぞ
！

立
花
町
の
持
丸
政
幸
さ
ん
が
高

齢
者
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

し
ま
し
た
。
６
月
23
日
㈬
に
は
伝

達
式
が
行
わ
れ
、
市
長
か
ら
賞
状

と
勲
章
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

持
丸
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
６
月

か
ら
平
成
11
年
６
月
ま
で
の
４
期

16
年
間
、
立
花
町
監
査
委
員
と
し

て
尽
力
。
立
花
町
職
員
、
収
入
役

な
ど
の
行
政
経
験
を
生
か
し
、
町

の
行
財
政
改
革
に
大
き
く
貢
献

し
、
地
方
行
政
に
対
す
る
地
域
住

民
の
信
頼
を
高
め
、
町
民
の
生
活

向
上
と
安
定
に
貢
献
し
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

７
月
４
日
㈰
に
、「
小
中
学
生
卓
球
講

習
会
」
お
よ
び
「
第
１
回
小
中
学
生
夏

季
卓
球
大
会
」
が
立
花
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

講
習
会
に
は
、

市
内
の
小
中
学
生

１
４
７
人
が
参
加
。
石
田
弘
樹
プ
ロ
（
29

歳
）
が
、
実
際
に
参
加
者
と
ボ
ー
ル
を
打

ち
合
う
な
ど
し
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し

な
が
ら
卓
球
技
術
を
指
導
し
ま
し
た
。
午

後
に
は
、
第
１
回
小
中
学
生
卓
球
大
会

が
行
わ
れ
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

12
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（右から）中川校長と東さん

関係者による除幕の様子

二
田
原
團
九
郎
翁
顕
彰
碑
除
幕

式
が
、
７
月
３
日
㈯
に
木
屋
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
二
田
原
團
九
郎
翁
は
、

木
屋
財
産
区
の
創
設
者
で
あ
り
、

若
く
し
て
旧
木
屋
村
の
収
入
役
、

助
役
、
村
長
を
務
め
ま
し
た
。
ま

た
、
村
内
に
農
業
用
の
た
め
池
を

作
る
な
ど
し
て
、
農
業
村
と
し
て
の

基
礎
を
築
い
た
人
物
で
す
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
團
九
郎
翁
の

孫
に
あ
た
る
彫
刻
家
の
二
田
原
英

二
さ
ん
は
「
木
屋
村
の
人
た
ち
と
心

を
一
つ
に
し
て
村
を
作
り
上
げ
、
今

も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。
ま
た
、
二
田
原
團
九
郎
翁

の
歌
が
披
露
さ
れ
、
出
席
者
は
團

九
郎
翁
の
功
績
の
大
き
さ
を
実
感

し
て
い
ま
し
た
。

７
月
13
日
㈫
、
Ａ
コ
ー
プ
く
ろ
き
店

で
、
夏
の
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し

て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

関
係
者
は
、
黒
木
町
の
農
産
品
を
信

号
機
の
色
に
模
し
た
「
青
い
ピ
ー
マ
ン
、

黄
色
の
ミ
カ
ン
、
赤
い
ト
マ
ト
」
を
パ

ッ
ク
詰
め
し
た
も
の
と
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
パ
ッ
ト
な
ど
の
運
転
補
助
グ
ッ
ズ
な

ど
を
来
店
者
に
配
布
し
、
飲
酒
運
転
追

放
と
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防

止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

６
月
13
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た

第
13
回
ジ
ャ
パ
ン
リ
ー
グ
選
手
権
大
会
で
筑
後

リ
バ
ー
ズ
（
本
拠
地
・
筑
後
市
）
が
優
勝
。
同

チ
ー
ム
に
所
属
す
る
八
女
市
の
中
学
生
３
人
が

７
月
12
日
㈪
、
市
長
に
優
勝
を
報
告
し
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
は
８
月
12
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
東

京
ド
ー
ム
で
開
か
れ
る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
カ
ッ
プ

に
も
リ
ー
グ
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。「
全

国
の
レ
ベ
ル
を
し
っ
か
り
と
体
験
し
て
き
て
く

だ
さ
い
」
と
の
市
長
の
激
励
に
、
キ
ャ
プ
テ

ン
で
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
務
め
る
吉
田
旺お

う

じ史
さ
ん

（
西
中
３
年
）
は
「
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
」
と
力
強
く
こ
た
え
て
い
ま
し
た
。

沖
縄
で
行
わ
れ
る
平
成
22
年
度
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
に
出
場
す
る
祐
誠
高
等

学
校
陸
上
部
の
山
下
元も

と

亨ゆ
き

さ
ん
（
星
野
村
）

と
樋
口
統
也
さ
ん
（
黒
木
町
）
が
７
月
13
日

㈫
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

山
下
さ
ん
は
や
り
投
げ
、
樋
口
さ
ん
は
４
×

１
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
の
選
手
。
北
九
州
地

区
予
選
大
会
で
、
山
下
さ
ん
は
６
位
、
樋
口
さ

ん
た
ち
リ
レ
ー
チ
ー
ム
は
２
位
に
入
り
、
全
国

へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
山
下
さ
ん
は
「
自

己
ベ
ス
ト
を
出
し
て
入
賞
し
た
い
」
。
樋
口
さ

ん
は
「
決
勝
に
残
っ
て
入
賞
を
」
と
大
会
へ
の

抱
負
を
し
っ
か
り
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

第
26
回
全
国
高
等
学
校
簿
記
コ

ン
ク
ー
ル
に
出
場
す
る
福
島
高
等

学
校
３
年
生
の
東
祐ゆ

み望
さ
ん
（
立

花
町
）
が
、
７
月
７
日
㈬
に
市
役

所
を
訪
れ
、
三
田
村
市
長
に
出
場

の
報
告
を
し
ま
し
た
。

予
選
と
な
る
県
大
会
で
は
、
10

校
、
60
人
が
参
加
の
中
で
全
国

大
会
へ
の
切
符
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。「
出
場
で
き
る
こ
と
に
び
っ
く

り
」
と
話
す
東
さ
ん
。
し
か
し
「
ベ

ス
ト
10
入
り
を
目
指
し
ま
す
」
と

全
国
大
会
へ
向
け
て
抱
負
を
き
っ

ぱ
り
。
市
長
も
「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
る
こ
と
な
く
の
び
の
び
と

や
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

木
屋
村
開
発
の
先
覚
者
を
た
た
え
る

二
田
原
團
九
郎
翁
顕
彰
碑
除
幕
式

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
カ
ッ
プ
頑
張
る
ぞ
！

入
賞
を
目
指
し
て

ベ
ス
ト
10
入
り
を
目
指
す

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

（右から）市長、吉田さん、安達麗さん（福中）、森松芳樹さん（福中）

（右から）樋口さん、山下さん

グッズを渡し買い物客に交通安全を呼びかけました

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う



14　2010.8.1　広報やめ

豆
類
の
経
営
改
善
に
優
れ
た
実

績
を
示
し
た
個
人
、
集
団
な
ど
を

表
彰
す
る
第
38
回
（
平
成
21
年
度
）

全
国
豆
類
経
営
改
善
共
励
会
で
、

⃝
賢け

ん
す
け典

さ
ん
（
川
犬
）
が
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
。
市
長
に
報
告

す
る
た
め
７
月
２
日
㈮
、
市
役
所

を
訪
れ
ま
し
た
。

⃝
さ
ん
は
平
成
９
年
か
ら
大
豆

を
生
産
し
、
現
在
の
作
付
面
積
は

３
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
排
水
対
策

と
新
技
術
の
導
入
な
ど
で
、
安
定

多
収
を
実
現
。
昨
年
は
豪
雨
な
ど

の
被
害
で
県
内
の
大
豆
生
産
が
大

幅
減
収
と
な
る
な
か
、
県
内
平
均

の
６
割
を
上
回
る
収
量
を
確
保
し

ま
し
た
。「
日
本
の
自
給
率
を
上
げ

る
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
の
市
長
の
励
ま
し

に
、
⃝
さ
ん
は
「
家
族
が
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
っ
た
結
果
な
の
で
大

変
う
れ
し
い
。
安
全
な
国
産
大
豆

を
多
く
の
人
に
食
べ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
、
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
応
援
企
画
と
し
て
全
国
の
郵

便
局
に
南
ア
フ
リ
カ
で
開
か
れ
た

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
公
式

試
合
球
「
ジ
ャ
ブ
ラ
ニ
」
の
レ
プ
リ

カ
を
展
示
し
て
い
ま
し
た
。
７
月
２

日
㈮
に
は
、
光
友
郵
便
局
か
ら
立

花
小
学
校
へ
展
示
し
て
い
た
レ
プ
リ

カ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

石
橋
光
友
郵
便
局
長
は
、
日
本

代
表
選
手
の
活
躍
に
な
ぞ
ら
え
「
夢

に
ま
っ
す
ぐ
向
か
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
、
代
表
児
童
に
手
渡
し

ま
し
た
。
受
け
取
っ
た
児
童
は
「
立

花
小
学
校
の
宝
物
と
し
て
大
事
に
し

て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

公
式
試
合
球
の
ジ
ャ
ブ
ラ
ニ
の
レ

プ
リ
カ
は
、
市
内
の
郵
便
局
か
ら
各

小
学
校
や
保
育
園
な
ど
に
そ
れ
ぞ

れ
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

八
女
市
観
光
大
使
を
務
め
る
岩

崎
記
代
子
さ
ん
の
童
謡
コ
ン
サ
ー

ト
が
、
７
月
１
日
㈭
に
太
宰
府
天

満
宮
内
の
余
香
殿
で
行
わ
れ
、
約

３
０
０
人
の
観
客
が
詰
め
か
け
ま

し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
「
美
し
い
言

葉
、
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
み
ん

な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
」
と
岩
崎
さ

ん
が
呼
び
か
け
、
観
客
と
一
緒
に

童
謡
を
歌
い
ま
し
た
。
ま
た
、
八

女
市
の
歌
で
あ
る
「
八
女
の
里
」

も
披
露
さ
れ
、
八
女
の
美
し
い
風

景
を
歌
っ
た
歌
詞
と
哀
愁
の
あ
る

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
会
場
を
包
み
ま
し

た
。
八
女
市
地
域
婦
人
会
と
市
職

員
も
参
加
し
、
八
女
茶
と
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
員
に
配
布
し
、

八
女
市
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
女
性
は
「
童
謡
を
歌
う

と
自
然
と
笑
顔
に
な
っ
て
く
る
。

来
て
よ
か
っ
た
」
と
満
足
そ
う
に

話
し
て
い
ま
し
た
。

第
２
回
八
女
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
７
月

10
日
㈯
に
八
女
上
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
合
併
し
て
初
め
て
の
大
会

に
は
、
市
内
か
ら
約
２
３
０
人
が
参
加
し
、

プ
レ
ー
と
共
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
こ

の
日
集
ま
っ
た
協
賛
金
は
、
市
の
社
会
福

祉
協
議
会
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

優　

勝　

梶
山
哲
朗

準
優
勝　

宮
川
陽
一

３　

位　

中
島
信
二

韓
国
か
ら
の
観
光
客
誘
致
を

図
ろ
う
と
７
月
５
日
㈪
、
八
女
市

商
工
会
と
市
は
共
同
で
釜
山
の
旅

行
業
者
３
人
を
招
待
し
て
の
旅
行

商
品
開
発
の
た
め
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

一
行
は
、
伝
統
工
芸
館
や
べ
ん

が
ら
村
、
茶
の
文
化
館
な
ど
の
主

な
市
内
の
施
設
な
ど
を
視
察
し
ま

し
た
。
各
施
設
と
の
商
談
会
で
は

「
韓
国
語
に
対
応
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
韓
国
語
を
話
す
人
を
配
置
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
要
望
が
出
さ

れ
る
一
方
、「
韓
国
で
知
ら
れ
て
い

な
い
八
女
を
ど
ん
ど
ん
ピ
ー
ア
ー

ル
し
て
い
き
た
い
」
と
前
向
き
な

意
見
も
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
豆
の
生
産
で
農
林

水
産
大
臣
賞

第
２
回
八
女
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

韓
国
の
旅
行
業
者
が

八
女
を
訪
問

会
場
に
響
く
美
し
い
言
葉
と
メ
ロ
デ
ィ
ー

「
ジ
ャ
ブ
ラ
ニ
」
を
寄
贈

岩崎さんと歌の教室の生徒さんが一緒に歌いました

旅行業者と関係者との商談会の様子

レプリカを受け取る代表児童

受賞した⃝さんご夫婦

優勝した梶山さん（左）と中村実行委員長



優
勝　

立
花
中
学
校

準
優
勝　

福
島
中
学
校

第
３
位　

黒
木
中
学
校
・
広
川
中
学
校

礼
節
（
べ
ス
ト
マ
ナ
ー
）
賞　

黒
木
中
学
校

中
学
１
年
男
子
Ａ
ク
ラ
ス

優
勝　

牛
嶋
泰
佑
（
立
花
中
）

中
学
１
年
男
子
Ｂ
ク
ラ
ス

優
勝　

井
上
斗
希
将
（
立
花
中
）

中
学
２
年
男
子
Ａ
ク
ラ
ス

優
勝　

三
浦
裕
和
（
黒
木
中
）

中
学
２
年
男
子
Ｂ
ク
ラ
ス

優
勝　

井
上
翼
（
立
花
中
）

中
学
３
年
男
子

優
勝　

仙
頭
卓
也
（
黒
木
中
）

中
学
１
年
女
子

優
勝　

長
松
院
ゆ
り
か
（
上
陽
北
汭
学
園
）

中
学
２
年
女
子

優
勝　

伊
藤
日
佳
理
（
星
野
中
）

〈
団
体
の
部
〉

小
学
高
学
年　

優
勝　

黒
木
道
場　

準
優
勝　

黒
木
西
道
場
Ａ　

３
位　

渡
内
道
場
・
大
淵
道

場小
学
低
学
年　

優
勝　

黒
木
道
場　

準
優
勝　

木
屋
道
場　

３
位　

黒
木
西
道
場

一
般
男
子　

優
勝　

木
屋
道
場　

準
優
勝　

黒

木
中
後
援
会　

３
位　

大
淵
道
場

一
般
女
子　

優
勝　

黒
木
西
マ
マ　

準
優
勝　

木

屋
道
場

〈
個
人
の
部
〉

小
学
６
年
男
子　

優
勝　

原 

航
生
（
黒
木
）　

準
優
勝　

栗
原
秀
斗
（
黒
木
）　

３
位　

山
口 

顕

（
黒
木
）
・
森
田
一
帆
（
黒
木
西
）

小
学
５
年
男
子　

優
勝　

鍋
田
一
輝
（
木
屋
）　

準
優
勝　

内
藤
健
斗
（
木
屋
）　

３
位　

鍋
田 

蒼
（
木
屋
）
・
堤 

奨
（
黒
木
）

小
学
５
・
６
年
女
子　

優
勝　

坂
本
果
奈
（
黒
木

西
）　

準
優
勝　

溝
田 

愛
（
黒
木
西
）　

３
位　

小
川
栞
菜
（
黒
木
西
）

小
学
低
学
年　

優
勝　

井
手
新
八
（
黒
木
）　

準

優
勝　

原 

光
生
（
黒
木
）　

３
位　

桁
山
翔
稀

（
黒
木
）
・
堤 

紀
雅
（
黒
木
）

中
学
１
年
男
子　

優
勝　

池
田
将
俊
（
輝
翔
館
）

準
優
勝　

井
手
大
智
（
黒
木
中
）　

３
位　

宗 

秀
一
（
黒
木
中
）
・
吉
田
昴
平
（
黒
木
中
）

中
学
２
年
男
子　

優
勝　

溝
田
将
之
（
黒
木
中
）

準
優
勝　

小
川
湧
磨
（
黒
木
中
）　

３
位　

宮
川

和
己
（
黒
木
中
）
・
森 

嚴
輝
（
黒
木
中
）

中
学
３
年
男
子　

優
勝　

原 

力
哉
（
黒
木
中
）

準
優
勝　

楠 

充
功
（
黒
木
中
）　

３
位　

樋
口

直
希
（
黒
木
中
）
・
久
間
章
寛
（
輝
翔
館
）

中
学
女
子　

優
勝　

鍋
田
理
央
（
黒
木
中
）　

準

優
勝　

江
口
あ
か
ね
（
黒
木
中
）　

３
位　

馬
渡

美
月
（
黒
木
中
）
・
加
藤
新
菜
（
黒
木
中
）

一
般
の
部　

優
勝　

八
女
市
剣
友
会
Ａ

高
校
男
子
の
部　

優
勝　

八
女
高
等
学
校
Ａ

高
校
女
子
の
部　

優
勝　

福
島
高
等
学
校

八
女
市
教
育
長
杯
第
４
回
八
女
地

区
少
年
（
中
学
）
軟
式
野
球
大
会

　
　
　
　
　
　

 
 

期
日　

６
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

　
　
　
　
　
　

 
 

会
場　

岡
山
球
場
・
立
山
球
場

第
46
回
筑
後
地
区
親
善
剣
道
大
会

　

 
 

期
日　

７
月
11
日
㈰

　

  

会
場　

上
陽
北
汭
学
園
上
陽
中
学
校
体
育
館

第
１
回
小
中
学
生
夏
季
卓
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
日　

７
月
４
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場　

立
花
体
育
館

第
53
回
八
女
市
黒
木
剣
道
大
会

　
　
　
　
　
　
　

 

期
日　

７
月
４
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　

 

会
場　

八
女
市
黒
木
体
育
館

６
月
27
日
㈰
に
博
多
の
森
陸
上
競
技

場
で
行
わ
れ
た
第
27
回
福
岡
県
小
学
生
陸

上
競
技
大
会
の
女
子
４
０
０
メ
ー
ト
ル
リ

レ
ー
で
、
八
女
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
が
３

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
は
小

学
校
の
５
・
６
年
生
混
合
チ
ー
ム
で
、
大
会

に
向
け
４
月
か
ら
バ
ト
ン
パ
ス
な
ど
の
練

習
を
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン

の
堀
川
夏
葵
さ
ん
（
岡
山
小
６
年
）
は
「
み

ん
な
で
頑
張
っ
て
き
た
成
果
が
発
揮
で
き

て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
、
ほ
か
の
選
手
と

喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。

八
女
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
は
、
小
学

３
年
生
以
上
を
対
象
と
し
た
陸
上
ク
ラ
ブ

で
す
。
八
女
市
在
住
の
小
学
生
な
ら
ど
な

た
で
も
入
部
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

樋
口
将
孝
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
７
４
４
８
・
６
９
５
４
） 入賞したリレーの選手たち

優勝した立花中学校

一般の部優勝の八女市剣友会 A

力
を
あ
わ
せ
て
３
位
入
賞

ＳＰＯＲＴＳ
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学
校
訪
問
②

　

八
女
市
の
南
側
山
麓
に
広
が
る
自
然

豊
か
な
環
境
に
囲
ま
れ
た
児
童
数
１
１

２
人
の
小
規
模
校
で
す
。
来
年
度
に
は
、

近
接
の
白
木
小
学
校
と
統
合
し
て
新
た

に
筑
南
小
学
校
と
し
て
開
校
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
山
小
学
校
の
教
育
目
標
は
、
「
心

豊
か
で
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
活
動

す
る
力
を
持
っ
た
子
ど
も
を
育
成
す
る
」

で
す
。
め
ざ
す
子
ど
も
の
姿
を
、

○
よ
く
考
え
る
子
ど
も

○
や
さ
し
い
子
ど
も

○
進
ん
で
が
ん
ば
る
子
ど
も

と
し
、
本
年
度
の
重
点
目
標
を

「
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
、
か
か
わ
り

あ
う
子
ど
も
の
育
成
」

と
し
て
重
点
目
標
達
成
の
た
め
に
全
職

員
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

北
山
小
学
校
の
特
色
と
し
て
、
平
成

20
年
度
か
ら
３
年
間
ふ
く
お
か
学
力

ア
ッ
プ
推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
て

い
ま
す
。
一
人
一
人
の
学
力
を
上
げ
る
た

め
に
、
日
常
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
学
び
方
の
定
着
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
授
業
で
は
、
自
分
の
考
え
を
根
拠

を
基
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
ノ
ー
ト
指
導
等
を
続
け
て
い
ま

す
。
全
員
が
家
庭
学
習
で
き
る
よ
う
「
家

庭
学
習
の
手
引
き
」
を
全
保
護
者
に
配

り
、
3
年
生
以
上
で
自
学
ノ
ー
ト
の
取

り
組
み
も
始
め
て
い
ま
す
。
学
校
行
事

の
特
色
と
し
て
、
５
月
に
学
校
茶
園
で

の
お
茶
摘
み
を
全
校
で
行
い
、
取
れ
た

お
茶
を
全
員
で
分
け
て
家
庭
で
新
茶
の

香
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
６
月
に
は
田

植
え
、
10
月
に
は
稲
刈
り
を
行
い
、
取

れ
た
米
は
給
食
で
食
べ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
11
月
に
は
、
取
れ
た
藁
を
使
っ
て

地
域
の
人
と
も
一
緒
に

し
め
縄
作
り
を
し
、
正

月
に
は
家
庭
で
飾
っ
て

い
ま
す
。

　

小
さ
な
学
校
で
す

が
、
地
域
と
一
緒
に
な
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を

行
い
、
地
域
を
誇
り
と

す
る
児
童
の
育
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。

北
山
小
学
校

⃝校長　上山和博　⃝職員数　19人　⃝学級数　7学級　　⃝児童数　112人

八
女
市
立
花
町
北
山
２
８
３
８
番
地
（
☎
２
２
・
２
５
１
５
）

◦第 1・3月曜日（8月 2・16・30日、9月 6日）

温泉の大人料金 600円を 500円、70歳以上

400円を 350円にてご奉仕させていただきま

す。皆様のお越しを心よりお待ちしております。

◦８は八女の日、べんがらの日

毎月 8日と風呂の日 26日に通常料金でご入

浴の人には半額入湯券を２枚進呈いたします。

◦べんがら村（☎ 24・3339）

べんがら村温泉期間限定！
お客様感謝デー

　道の駅たちばなでは、8月7日まで来場者

が願い事を飾れるように七夕飾りと短冊を準備

しています。短冊に願い事を書いてもらった人

の中から抽選で素敵なプレゼントが当たります。

発表は8月8日㈰の「ひるよけ夏祭り」で行い

ます。※1,000円以上お買い上げの人に、竹水

鉄砲づくり体験（的あてで豪華景品が当たる！）

か、 地元産夏野菜カレーを振る舞います。

◦道の駅たちばな（☎ 37・1711）

道の駅たちばな「ひるよけ夏祭り」

　７月６日㈫矢部村の奥日向神

キャンプ場オープンに伴い、安全

祈願祭を行いました。奥日向神キャ

ンプ場は、蹴洞(けほぎ)岩・黒岩・

天戸岩などの奇岩に囲まれ、まる

で水墨画の世界にいるような雄大

な自然の中にあるキャンプ場です。

　カブトムシ取り・魚釣り・川遊

びなど遊び方はいろいろ！今年の

夏は、大自然を満喫できる奥日向

神キャンプ場に行こう。

◦期間＝７月～

９月まで

◦ バ ン ガ ロ ー

料金＝《８人用》　5,500円～

9,000円《15 人 用 》11,000円 ～

14,000円《40人用》21,000円

◦問い合わせ（予約）＝八女市商

工会矢部支所

（☎47・2216）

矢部支所建設経済

課（☎47・3111）

奥日向神キャンプ場に行こう

森林セラピー基地「くつろぎの森グ

リーンピア八女」では、子ども向けの

森林セラピーツアーを実施します。

◦実施期間＝8月18日㈬～24日㈫

《コースA》10時～12時

《コース B》13時～15時

◦集合場所＝グリーンピア八女イベン

ト広場前（体育館前）※各コースの

15分前に集合してください。　

◦対象＝小学生のグループ、小学生以

下の子どもと保護者のグループなど

◦定員＝各コース20人まで

◦料金＝大人（中学生以上）400円

子ども（４歳～小学生）　200円

◦そ の 他＝長袖・長ズボン・運動靴な

ど（汚れてもいい服そう）帽子・水筒

など各自持参※小雨決行、雷雨等の場

合は中止。※５日前までに要予約。

◦問い合わせ・

申し込み＝八女

市黒木総合支所

（☎42・1115）

くつろぎの森探検隊グリーンピア八女
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お
知

ら
せ

⃝
日
時
＝
8
月
29
日
㈰
11
時
～

⃝
会
場
＝
い
わ
井

⃝
参
加
資
格
＝
40
歳
ま
で
の
独
身

男
女
（
男
性
20
人
、
女
性
20
人
）

⃝
参
加
費
＝
男
性
４
千
円
、
女
性

３
千
円

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
結
婚

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
・
５

９
０
０
）
※
受
付
11
時
～
18
時
、
月
・

火
曜
定
休
日
、
八
女
文
化
会
館
内

★
結
婚
希
望
者
の
登
録
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
初
婚
・
再
婚
問
い
ま
せ
ん
。

⃝
日
時
＝
８
月
16
日
㈪
19
時
～

⃝
内
容
＝
後
藤
珠
美
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
ピ
ア
ノ
共
演
・
前
田
真
弓

⃝
入
場
料
＝
２
千
円
、
中
学
生
以

下
無
料

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
森
田
さ
ん

（
☎
４
２
・
０
８
６
４
）

　

福
岡
県
男
女
共
同
参
画
「
あ
す

ば
る
」
の
平
成
22
年
度
出
前
講
座

を
、
八
女
市
で
４
回
開
催
し
ま
す
。

〈
第
１
回
〉
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
、

ま
ち
が
輝
く
、
地
域
づ
く
り
ト
ー
ク

⃝
日
時
＝
８
月
21
日
㈯
14
時
～

⃝
場
所
＝
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー

⃝
内
容
＝
▽
講
演
・
世
代
を
こ
え
、

性
別
を
こ
え
て
創
る
新
し
い
八
女

市
〈
講
師
〉
中
嶋
玲
子
さ
ん
（
元

杷
木
町
長
・
あ
す
ば
る
前
館
長
）
、

〈
対
談
〉
元
杷
木
町
長
中
嶋
玲
子
さ

ん
、
八
女
市
長
三
田
村
統
之

※
託
児
あ
り
（
１
週
間
前
ま
で
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同
参
画
・

生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・
１
３
１
４
）

　

だ
れ
も
が
気
楽
に
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
室

内
用
運
動
靴
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⃝
種
目
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ド
ッ

チ
ビ
ー
な
ど

⃝
日
時
＝
８
月
21
日
㈯
・
28
日
㈯

20
時
～
※
参
加
無
料

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

初
心
者
か
ら
中
級
者
向
け
の
教

室
で
す
。
以
前
参
加
さ
れ
た
人
も

大
歓
迎
で
す
。

⃝
期
日
＝
９
月
７
日
・
10
日
・
14
日
・

17
日
・
21
日
・
24
日
・
28
日
、
10

月
１
日
・
５
日
・
８
日
※
い
ず
れ
も

火
・
金
曜
日
19
時
30
分
～
21
時
30

分
（
予
備
日
10
月
12
日
）

⃝
会
場
＝
市
庭
球
場

⃝
対
象
＝
小
学
５
年
生
以
上
～
社

会
人
※
市
内
在
住
お
よ
び
通
勤
・

通
学
者
、
ま
た
は
八
女
近
郊
に
お

住
ま
い
の
人

⃝
参
加
費
＝
２
５
０
０
円
※
ラ
ケ
ッ

ト
、
シ
ュ
ー
ズ
は
各
自
持
参
。

⃝
定
員
＝
先
着
40
人

⃝
申
込
期
間
＝
８
月
３
日
㈫
～
24

日
㈫

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合

体
育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

簿
記
の
初
歩
か
ら
実
践
ま
で
の

講
座
で
す
。
受
講
料
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
30
人

⃝
期
間
＝
９
月
１
日
㈬
～
11
月
19

日
㈮
、
毎
週
月
、
水
、
金
曜
日
32

回
※
祝
祭
日
を
除
く

⃝
時
間
＝
19
時
～
21
時

⃝
場
所
＝
八
女
商
工
会
議
所
２
階

研
修
室

⃝
受
講
料
＝
〈
会
員
〉
５
千
円
、〈
会

員
以
外
〉
８
千
円
※

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

商
工
会
議
所
（
☎
２
２
・
５
１
６
１
）

　

週
末
や
空
い
た
時
間
に
低
資
金
・

低
リ
ス
ク
で
起
業
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
自
分
で
作
っ
た
も
の
を
販
売

し
た
り
、
特
技
・
資
格
を
生
か
し

た
り
な
ど
、
会
社
員
・
主
婦
で
も

で
き
る
起
業
の
仕
方
な
ど
を
学
び

ま
す
。
や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
あ
る

人
も
、
何
を
や
る
か
決
ま
っ
て
い
な

い
人
も
大
丈
夫
。
実
践
し
て
学
ぶ

た
め
に
、
講
座
終
了
後
は
受
講
者

で
プ
チ
起
業
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

販
売
・
実
技
体
験
な
ど
を
行
い
ま

す
。
※
Ｈ
22
年
度
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
認
定

⃝
日
時
＝
８
月
18
日
～
毎
週
水
曜

日
全
６
回
（
イ
ベ
ン
ト
は
10
月
17

日
）
19
時
～
21
時

⃝
場
所
＝
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

⃝
定
員
＝
10
人

⃝
受
講
料
＝
３
千
円

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
川
口
さ
ん

（
☎
０
８
０
・
３
５
７
６
・
１
２
９
３
）

出
会
い
の
パ
ー
テ
ィ
ー

福
島
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
主
催
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

第
46
回
簿
記
講
座

⃝
会
場
＝
八
女
公
園

※
雨
天
の
場
合
は
八
女
文
化
会
館

⃝
内
容
＝
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
盆
踊

り
大
会
、
抽
選
会
、
花
火
大
会

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
☎
２
２
・
５
３
３
２
）

　

星
野
村
の
夏
の
風
物
詩
、
夏
ま

つ
り
「
よ
か
っ
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

山
間
部
か
ら
打
ち
上
げ
る
花
火
は
、

迫
力
満
点
！
花
火
以
外
に
も
、
ラ

ム
ネ
等
の
早
飲
み
大
会
や
お
楽
し

み
抽
選
会
、
出
店
も
あ
り
ま
す
。

⃝
日
時
＝
8
月
13
日
㈮
18
時
～

※
花
火
打
ち
上
げ
20
時
～
、
荒
天

の
場
合
14
日
㈯
に
順
延

⃝
場
所
＝
星
野
体
育
セ
ン
タ
ー
（
旧

池
の
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
夏
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
星
野
支
所
建
設
経
済
課
商

工
観
光
係
）
☎
５
２
・
３
１
１
４

⃝
日
時
＝
８
月
21
日
㈯
18
時
30
分
～

⃝
会
場
＝
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
明

治
の
館
２
階

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
in

八
女
・
あ
す
ば
る
出
前
講
座

プ
チ
起
業
講
座

八女消防本部
職員採用試験

教
室
・
講
座

花
と
フ
ル
ー
ト
の
夕
べ

星
野
村
夏
祭
り
「
よ
か
っ
祭
」

ス
ポ
ー
ツ
教
室

八
女
テ
ニ
ス
教
室

⃝受験資格＝昭和 61年４

月２日～平成５年４月１日ま

でに生まれた人で、高等学

校卒業程度以上の学力が

ある人。採用後、八女消防

本部管内およびその周辺地

域に居住できる人。ただし、

欠格事項に該当する人は受

験できません。

⃝受付期間＝８月 30日㈪

～９月 10日㈮

⃝試験＝10月 17日㈰、福

島中学校

⃝申し込み・問い合わせ＝

八女消防本部総務課

（☎２４・５４９９）



⃝
選
考
方
法
＝

書
類
審
査
お
よ
び

面
接
・
作
文

⃝
申
込
期
間
＝
８
月
２
日
㈪
～　

８
月
16
日
㈪

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
課

介
護
認
定
係
（
☎
２
３
・
１
３
５
３
）

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま
な

び
っ
と
八
媛
で
は
、
臨
時
職
員
の
登

録
募
集
を
し
ま
す
。
平
成
23
年
３

月
ま
で
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
の

採
用
と
な
り
ま
す
。

⃝
応
募
要
件
＝
平
成
22
年
４
月
１

日
現
在
20
歳
以
上
で
八
女
市
内
に

居
住
か
通
勤
可
能
な
人
。
簡
単
な

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
、
図
書
に
興

味
が
あ
る
人

⃝
勤
務
場
所
＝
八
女
市
立
図
書
館

⃝
内
容
＝
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
等

⃝
提
出
書
類
＝
市
販
の
履
歴
書

⃝
受
付
期
間
＝
８
月
１
日
㈰
～
15

日
㈰
※
月
曜
日
を
除
く
９
時
15
分

～
17
時
、
郵
送
は
８
月
15
日
必
着

⃝
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
事

の
診
断
と
治
療
」

⃝
申
し
込
み
＝
県
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
課

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
６
１
０
）

　

分
っ
て
い
て
も
や
め
ら
れ
な
い
の

が
依
存
症
で
す
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問

題
で
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
周
り

で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
し

だ
い
閉
め
切
り
ま
す
。
参
加
無
料

⃝
日
時
＝
９
月
９
日
㈭
14
時
～
16
時

⃝
会
場
＝
筑
後
市
サ
ン
コ
ア

⃝
内
容
＝
①
講
演
「
分
っ
て
い
て
も

や
め
ら
れ
な
い
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

に
つ
い
て
」
②
体
験
発
表

⃝
申
し
込
み
＝
県
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
精
神
保
健
係

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
７
６
）

　

八
女
市
で
は
、
要
介
護
認
定
訪

問
調
査
業
務
に
従
事
す
る
嘱
託
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
募
集
人
員
＝
１
人

⃝
資
格
＝
介
護
支
援
専
門
員

⃝
賃
金
等
＝
市
規
定
等
に
よ
る

⃝
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
健
康
課

に
準
備
）
、
資
格
証
明
書
類
（
写
し
）

⃝
選
考
日
＝
８
月
29
日
㈰

発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
日
時
＝
８
月
28
日
㈯
13
時
～
16
時

⃝
会
場
＝
ア
ク
ロ
ス
福
岡

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
腎
臓
病

患
者
連
絡
協
議
会
（
☎
０
９
２
・

７
１
３
・
８
０
２
０
、
O
０
９
２
・

７
３
３
・
４
２
０
０
、
qf

j
k
@

t
i
t
a
n
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p

）

※
参
加
申
し
込
み
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
氏
名
、
住
所
、

年
齢
、
性
別
、
参
加
人
数
、
質
問

事
項
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

患
者
お
よ
び
家
族
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。
参
加
無
料
、
８
月
24
日

㈫
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
８
月
26
日
㈭
13
時
30
分
～

⃝
会
場
＝
柳
川
総
合
庁
舎
２
階

⃝
内
容
＝
講
演
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
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窯
元
・
柳
屋
栄
さ
ん
指
導
で
お

皿
や
カ
ッ
プ
、
花
器
な
ど
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
を
作
り
ま
す
。

⃝
日
時
＝
８
月
21
日
㈯
22
日
㈰
、

13
時
30
分
～
16
時
30
分

⃝
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
２
階

⃝
受
講
料
＝
３
千
円
（
材
料
代
込
み
）

⃝
定
員
＝
先
着
20
人
（
10
人
以
上
で

開
催
）

⃝
持
参
品
＝
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

⃝
申
し
込
み
＝
同
館
（
☎
２
２
・
３

１
３
１
）

　

自
覚
症
状
が
な
い
う
ち
に
慢
性

腎
臓
病
に
な
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
寸
劇
を
取
り
入
れ
た

分
か
り
や
す
い
講
演
で
す
。
早
期

第
９
回
カ
ラ
オ
ケ
大
会
参
加
者
募
集

八
女
の
祭
り

あ
か
り
と

ち
ゃ
っ
ぽ
ん
ぽ
ん

務
局
※
八
女
市
立
図
書
館
内

（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

　

離
転
職
者
等
で
介
護
に
関
す
る

職
業
に
就
く
こ
と
を
希
望
す
る
人

対
象
で
す
。
授
業
料
無
料
、
教
科

書
代
3
万
５
千
円
は
自
己
負
担
。

※
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
等
の
関

係
免
許
等
の
有
資
格
者
は
除
く
。

⃝
訓
練
科
＝
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

⃝
訓
練
期
間
＝
10
月
～
３
月

⃝
募
集
定
員
＝
20
人

⃝
募
集
期
間
＝
８
月
18
日
㈬
ま
で

⃝
選
考
日
＝
９
月
２
日
㈭

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　

12
月
３
日
か
ら
９
日
は
「
障
害

者
週
間
」
。
し
ょ
う
が
い
者
に
対
す

る
理
解
の
促
進
を
図
る
た
め
、
次

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▽
小
学
生
・
中
学
生

「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
」

「
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
」

久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

作
文
・
ポ
ス
タ
ー
募
集

腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
を
考
え
る

介
護
認
定
業
務
嘱
託
職
員

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
講
演
会

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
講
演
会

ま
な
び
っ
と
八
媛

臨
時
職
員
登
録

男
の
子
焼
陶
芸
教
室

親子で生の舞台劇を楽しんでください。

⃝日時＝9月 11日㈯開場 18時 30分、開演 19時

⃝場所＝八女市担い手研修センター（立花町谷川）

⃝内容＝劇団かかし座による影絵劇「長靴をはいたねこ」

⃝入場料＝子ども 500円（幼～中）大人 800円

※８月９日から入場券販売をします。

⃝問い合わせ＝光友おやじの会平島さん

（☎０９０・４７７８・１６００）

⃝
日
時
＝
９
月
26
日
㈰
12
時
開
演

⃝
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

⃝
募
集
人
数
＝
〈
70
歳
以
上
〉
15
人
〈
一
般
〉
35
人
※
先
着
順

⃝
募
集
受
付
開
始
＝
８
月
17
日
㈫

※
参
加
費
３
千
円
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
商
工
会
議
所

　

女
性
会
事
務
局
（
☎
２
２
・
５
１
６
１
）

９月7日（火）　献血にご協力ください
①10時～12時　八女市研修センター（上陽町上横山）

②13時30分～15時30分　上陽保健センター
問い合わせ＝八女市献血推進協議会（☎23・0294）

親子で楽しむ舞台芸術鑑賞会

影絵劇「長靴をはいたねこ」

古陶星野焼展示館（星野）は夏休み期間中、
休館日なしで開館しています。

広報やめ7月15日号で休館日を火曜日と掲載してい

ましたが、夏休み期間中は休館日なしで開館します。

ただ今「エッグアートとパーチメントクラフトの世界」

を開催中。入館料＝大人 200円、小中学生50円

（※小中学生土曜日無料）●同館（☎52・3077）

※Ｈ22年度市民と
の協働によるまちづ
くり提案事業認定



◦
受
験
区
分
資
格
・
採
用
予
定
＝

▼
警
察
官
Ａ
（
男
性
１
０
０
人
）

＝
４
大
卒
ま
た
は
来
年
３
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人
▼
警
察
官
Ａ

（
武
道
指
導
２
人
）
＝
４
大
卒
ま
た

は
来
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
人
▼
警
察
官
Ｂ
（
男
性
１
４
０

人
・
女
性
15
人
）
＝
昭
和
55
年
４

月
２
日
～
平
成
５
年
４
月
１
日
生

ま
れ
。
※
４
大
卒
ま
た
は
来
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
は
受

験
で
き
ま
せ
ん
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
警
察
署

（
☎
２
２
・
５
１
１
０
）

　

短
大
卒
業
程
度
と
高
校
卒
業
程

度
の
採
用
試
験
で
す
。

◦
受
付
期
間
＝
８
月
16
日
㈪
～
27

日
㈮

◦
１
次
試
験
日
＝
９
月
26
日
㈰

◦
受
験
資
格
＝
〈
短
大
卒
業
程
度
〉

昭
和
60
年
４
月
２
日
～
平
成
３
年

４
月
１
日
生
ま
れ
〈
高
校
卒
業
程

度
〉
昭
和
62
年
４
月
２
日
～
平
成

５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

◦
採
用
職
種
＝
〈
短
大
卒
業
程
度
〉

行
政
事
務
75
人
、
学
校
事
務
14
人
、

警
察
事
務
22
人
、
栄
養
士
３
人

〈
高
校
卒
業
程
度
〉
一
般
事
務
40
人
、

学
校
事
務
９
人
、
警
察
事
務
10
人
、

土
木
１
人

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
電
話
で

確
認
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
人
事
委
員
会

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
９
５
６
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
０
９
２
・
６
４
３
・
３
６
５
０

Thttp://www.pref.fukuoka.
l
g
.
j
p
/
f
2
0
/
s
a
i
y
o
.
h
t
m
l

）

　

両
校
で
は
船
舶
運
航
技
術
者
を

育
成
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
に
は

海
技
資
格
に
お
け
る
特
典
と
高
等

学
校
卒
業
同
等
資
格
が
付
与
さ
れ

て
い
ま
す
。

◦
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
＝
〈
唐
津
校
〉

10
月
16
日
㈯
〈
口
之
津
校
〉
９
月

18
日
㈯

◦
願
書
受
付
＝
１
月
７
日
㈮
開
始

◦
入
学
試
験
日
＝
〈
推
薦
〉
１
月

研
修
室
（
福
岡
市
舞
鶴
２
丁
目
）

◦
受
講
料
＝
２
万
円
※
宿
泊
研
修

の
実
費
も
別
途
あ
り

◦
応
募
資
格
＝
23
歳
～
66
歳
の
男
女

◦
応
募
書
類
＝
①
所
定
の
申
込
書

②
応
募
の
動
機
（
８
０
０
字
程
度
）

③
自
ら
の
生
い
立
ち
、
成
長
の
記
録

（
２
千
～
４
千
字
）
④
友
人
に
よ
る

応
募
者
の
人
物
紹
介
（
４
０
０
字
）

※
事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
①
②
の
み

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
事
務
局

（
☎
０
９
２
・
７
１
３
・
４
３
４
３
）

◦
受
付
期
間
＝
８
月
２
日
㈪
～
23
日
㈪

◦
一
次
試
験
日
＝
９
月
19
日
㈰

▽
高
校
生
・
一
般
市
民

「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
」

⃝
締
切
＝
９
月
６
日
㈪

⃝
応
募
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

福
祉
労
働
部
障
害
者
福
祉
課
社
会

参
加
係
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３

２
６
４
）

　

福
岡
い
の
ち
の
電
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
は
、
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
事
業
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
募
集
期
間
＝
９
月
21
日
㈫
ま
で

◦
講
座
期
間
＝
《
パ
ー
ト
１
》
10

月
９
日
～
平
成
23
年
７
月
27
日

《
パ
ー
ト
２
※
実
習
》
平
成
23
年
８

月
～
24
年
８
月
27
日

◦
会
場
＝
九
州
キ
リ
ス
ト
教
会
館

広報やめ　2010.8.119

い
の
ち
の
電
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

警
察
官
採
用

福
岡
県
職
員
採
用

行
政
書
士
試
験

国
立
唐
津
海
上
技
術
学
校
、

国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校

22
日
㈯
〈
一
般
〉
２
月
13
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
〈
唐
津
校
〉
☎
０

９
５
５
・
７
２
・
８
２
６
８
〈
口
之

津
校
〉
☎
０
９
５
７
・
８
６
・
２
１

５
２

⃝
試
験
期
日
＝
11
月
14
日
㈰

⃝
願
書
配
布
・
願
書
受
付
期
間
＝

８
月
２
日
～
９
月
３
日

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込

み
は
８
月
31
日
㈫
17
時
ま
で
。

⃝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
験
申
込
＝
㈶

行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
Ｈ

Ｐ(http://gyosei-shiken.or.jp)

⃝
試
験
＝
11
月
14
日
㈰

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
市
町
村
支
援

課
（
☎
０
９
２
・
６
５
１
・
１
１
１

１
、
内
線
２
７
０
８
）　

　

岩
石
採
取
に
伴
う
災
害
の
防
止

に
関
し
て
必
要
な
知
識
お
よ
び
技

能
に
つ
い
て
の
試
験
で
す
。

⃝
試
験
日
＝
10
月
８
日
㈮

⃝
試
験
地
＝
吉
塚
合
同
庁
舎
（
福

岡
市
）

⃝
願
書
配
布
期
間
＝
８
月
９
日
㈪

～
９
月
３
日
㈮

⃝
願
書
受
付
期
間
＝
８
月
16
日
㈪

～
９
月
10
日
㈮

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
商
工
部
工
業

保
安
課
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３

４
３
８
）

採
石
業
務
管
理
者
試
験

やめファミリー・サポート・センター

場所＝星野勤労青少年ホーム
　　　　（星野支所隣）

子育てサポーター講習会
地域の皆さんで、子育ての手助けをし合い、子どもたち

の健やかな成長を一緒に見守っていきませんか？

子育てのお手伝いをしてくださる人、子育て支援に興味

のある人、どなたでも参加できます。たくさんの皆様の

ご参加をお待ちしています。

♥全課程修了するとやめファミリー・サポート・センター

の「まかせて会員」（子育てのお手伝いができる人）に登

録、活動ができます。♥いずれかの講習会（1回）を受

講すると、やめファミリー・サポート・センターの「おね

がい会員」に登録ができます。♥申込方法＝講習会を受

講する人は、事前に申し込みが必要です。（託児を希望す

る場合は 1週間前までにご連絡ください）♥受講料無料

♥申し込み・問い合わせ＝やめファミリー・サポート・センター

（八女市子育て支援課）☎ 23・1546　:090・7989・7114

日　　時 内　　容

〈第1回〉
オリエンテーション
8月 25日㈬
10時～ 12時

オリエンテーション＝ファミサポってなに？
地域ぐるみの子育て支援
「子育てボランティア活動で得るもの」
講師＝子育て支援コーディネーター高田悦也さん

〈第 2回〉
子どもの遊び
9月 3日㈮
10時～ 12時

「あそびから始まるコミュニケーション」
講師＝レクリエーション・コーディネーター
　　　原田弘美さん

〈第 3回〉
子どもの発達
9月８日㈬
10時～ 12時

「気がかりな子との関わり」
講師＝福岡県発達障害者支援センター
あおぞら臨床心理士
　松尾伸一さん

〈第4回〉
子どもの病気
9月 16日㈭
14時～ 15時

「子どもの救急、その対応は」　　
講師＝山口医院　院長山口弦二朗さん

〈第5回〉
絵本で子育て
9月 28日㈫
10時～ 12時

「絵本と子育て」
講師＝おはなしばさらかたい
　代表・井手口恵美さん
修了証授与・会員登録説明

講習会日程
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福
岡
法
務
局
八
女
支
局
が
管
轄

し
て
い
る
八
女
市
、
筑
後
市
、
広

川
町
の
会
社
・
法
人
に
関
す
る
登

記
事
務
は
、
平
成
22
年
10
月
４
日

㈪
か
ら
福
岡
法
務
局
法
人
登
記
部

門
で
取
り
扱
い
ま
す
。
な
お
、
次

の
事
務
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
八

女
支
局
で
も
取
り
扱
い
ま
す
。

▽
会
社
・
法
人
の
登
記
事
項
証
明

書
お
よ
び
印
鑑
証
明
書
の
発
行

▽
会
社
・
法
人
の
印
鑑
カ
ー
ド
の

発
行
・
再
発
行
・
廃
止

▽
会
社
・
法
人
の
電
子
署
名
の
届
出

※
取
扱
庁
の
変
更
に
伴
い
、
必
要

と
な
る
登
記
申
請
手
続
等
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
会
社
法
人
等
番
号
が

変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
現
在
お
持
ち
の
印
鑑
カ
ー
ド
は
、

そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。

※
不
動
産
登
記
事
務
に
つ
い
て
は
、

管
轄
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
▽
福
岡
法
務
局

法
人
登
記
部
門
（
☎
０
９
２
・
７

２
１
・
９
３
０
６
）
▽
福
岡
法
務

局
八
女
支
局
（
☎
２
３
・
２
６
０
３
）

　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子
家
庭
の
養

育
費
や
金
銭
の
貸
借
問
題
な
ど
の
生

活
上
の
問
題
に
関
し
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⃝
昼
間
の
相
談
＝
９
月
１
日
㈬
・
10

月
６
日
㈬
13
時
～
15
時　

⃝
夜
の
相
談
＝
９
月
８
日
㈬
・
22
日

㈬
・
10
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬
18
時
30

分
～
20
時
30
分

⃝
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
）

⃝
申
し
込
み
＝
相
談
日
前
日
ま
で
に

予
約
電
話
（
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９

２
２
）
へ
直
接
ど
う
ぞ
。
先
着
順
受

付
１
日
４
人
、
一
人
30
分

　

就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
（
応
募

書
類
の
作
成
、
面
接
の
コ
ツ
）
解

説
や
面
接
の
実
践
練
習
を
行
い
、

専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
個
別
就
職

相
談
に
応
じ
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

⃝
対
象
＝
概
ね
40
～
65
歳
の
求
職
者

⃝
開
催
予
定
＝
久
留
米
市
（
毎
月

第
４
週
）
で
10
時
～
15
時

⃝
必
要
物
＝
履
歴
書
、
筆
記
用
具

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
中
高
年

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・

２
９
２
・
９
２
５
０
）

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

⃝
日
時
＝
９
月
11
日
㈯
10
時
～
16
時

⃝
方
法
＝
面
談
相
談
（
予
約
優
先
）

⃝
会
場
＝
久
留
米
市
役
所

⃝
予
約
受
付
期
間
＝
８
月
16
日
㈪

～
９
月
９
日
㈭
、
平
日
10
時
～
16

時　⃝
予
約
電
話
＝
福
岡
県
司
法
書
士

会
筑
後
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・
６
８
４
０
）

　

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
を
利

用
し
ま
せ
ん
か
。
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
に
体
育
館
や
運
動
場
を
開
放

し
て
い
ま
す
。
利
用
し
た
い
人
は
必

ず
利
用
者
の
会
（
要
・
団
体
登
録
）

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
９
月
利
用
者
の
会
＝
８
月
21
日
㈯

⃝
時
間
・
学
校
名
＝
13
時
30
分
（
福

島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）
、
14
時

15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山
小
、
西
中
）
、

15
時
～
（
上
妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
、

15
時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

北
川
内
小
、
見
崎
中
、
上
陽
中
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

請
求
期
限
は
、
平
成
23
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。
先
の
大
戦
で
戦
地

等
に
派
遣
さ
れ
戦
時
衛
生
勤
務
に

服
し
た
「
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護

看
護
婦
」
、「
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護

婦
」
の
方
々
（
慰
労
給
付
金
受
給

者
を
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
ご
労

苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
省
大
臣

官
房
総
務
課
管
理
室
業
務
担
当

〈
〒
１
０
０
‐
８
９
２
６
東
京
都
千

代
田
区
霞
が
関
２
‐
１
‐
２
〉

（
☎
０
３
・
５
２
５
３
・
５
１
８
２
、

N
０
３
・
５
２
５
３
・
５
１
９
０
）

　

税
関
で
は
、
戦
後
、
外
地
か
ら

引
き
揚
げ
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預

か
り
し
た
通
貨
や
証
券
類
の
返
還

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
半
数
以
上
は

ま
だ
返
還
の
申
し
出
が
な
く
、
税

関
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
返
還
請
求
が
お
済

み
で
な
い
人
は
、
早
め
に
税
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
返
還

請
求
は
、
引
揚
者
ご
本
人
の
ほ
か
、

ご
家
族
の
人
で
も
で
き
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
＝
長
崎
税
関
監
視
部

（
1
０
１
２
０
・
８
２
８
・
６
８
０
）

　

求
人
案
件
の
探
し
方
、
応
募
書

類
作
成
の
コ
ツ
、
転
職
活
動
の
悩

み
な
ど
、
再
就
職
専
門
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

参
加
費
無
料
。

⃝
対
象
＝
概
ね
40
～
65
歳
の
求
職
者

⃝
開
催
日
＝
隔
週
水
曜
日

⃝
会
場
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女

⃝
必
要
物
＝
履
歴
書
、
筆
記
用
具

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
中
高
年

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
☎

０
９
２
・
４
１
５
・
１
７
９
２
）

　

売
掛
金
の
回
収
、
借
入
金
の
支

払
交
渉
、
労
使
関
係
、
ク
レ
ー
ム

対
応
な
ど
、
９
月
30
日
ま
で
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
中
弁
護
士
が
面
談

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
受
付
時
間
＝
平
日
10
時
～
16
時

⃝
初
回
相
談
料
＝
無
料

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡

県
弁
護
士
会
（
☎
０
５
７
０
・
０

０
１
・
２
４
０
）

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
方
法
、

遺
言
や
相
続
、
悪
質
な
訪
問
販
売

被
害
な
ど
に
つ
い
て
、
司
法
書
士
が

子
ど
も
の
養
育
費
等
法
律
相
談

２
日
間
集
中
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

中
小
企
業
向
け
弁
護
士
相
談

小
中
学
校
体
育
施
設
の
利
用

会
社
・
法
人
登
記
の
取
扱
庁
変
更

内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
を
贈
呈

引
揚
者
お
よ
び
家
族
の
皆
様
へ

全
国
一
斉
成
年
後
見
相
談
会

40
歳
以
上
の
人
の
た
め
の

個
別
就
職
出
張
相
談

九州自動車道

渋滞にご注意ください

　
月1日㈬から11月28日

㈰まで、九州自動車道

太宰府ＩＣ～筑紫野ＩＣ間の向

佐野橋の大規模リフレッシュ工

事のため、通常上下線各3車

線の道路を各2車線に規制し

ます。工事現場付近ではこの

車線規制により上下線ともに、

平日の通勤時間帯や土日祝日

の混雑時に渋滞が最大で約

25kmに達することが予測され

ます。工事期間中は公共交通

機関を利用いただくなど、混雑

緩和にご協力をお願いします。

⃝工事専用フリーダイヤル

（0120・112・774）

⃝工事専用ホームページ　

http://mukaizano.west-

nexco.jp/

むかいざの 検索
↑
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◦ 8 月 19日（※ 8/5予約開始）・9月

　2日（※ 8/25予約開始）相談日はい

　ずれも木曜日13時～16時／法務局

　八女支局　※要予約☎２３・２６０３

◦８月 6 日㈮ 13 時 30分～ 16 時／社

　会福祉会館※要予約☎ 23・0294

◦ 8 月 20日㈮ 13 時 30分～ 16時

　／地域交流センターふじの里（黒木）

　　※要予約☎４２・２１３１

◦ 8月 27日㈮ 13 時 30分～ 16時

　／地域福祉センター（上陽）

　　※要予約☎５４・３００３

◦８月 20日㈮ 10時～ 12 時／八女商

　工会議所　※要予約☎２２・５１６１

多重債務相談

◦毎週火曜 13 時 30分～ 16 時／社会

　福祉会館※要予約☎0942・30・0144

消費生活相談（来訪または電話相談）

◦毎週月・水・金曜８時30分～16時30分  

　／八女市役所消費生活相談室

　　☎２３・１１８３

男女共同参画推進支援委員相談

◦8月 12日㈭ 13 時 30分～ 16時 30分

　／男女共同参画・生涯学習課

　※要予約☎２３・１３１４

女性相談

◦8月20日㈮９時～12時/働く婦人の家

なんでも人権相談

◦ 8月 6日㈮ 13 時～ 16時

　／社会福祉会館

◦ 8月 11日㈬13 時～ 16時

　／立花市民センター（立花）

◦ 8月 13 日㈮ 13 時～ 16時

　／地域交流センターふじの里（黒木）

行政相談

◦ 8月5日㈭13時～16時／社会福祉会館

◦ 8月 9日㈪ 13 時 30分～ 16時

　／地域福祉センター（上陽）

◦8月4日㈬、18日㈬９時30分～12時

　／地域交流センターふじの里（黒木）

◦8月 12日㈭９時～ 12時

　／立花市民センター（立花）

◦8月 11日㈬10時～ 15時

　／星野支所 3階児童相談室（星野）

司法書士相談

◦ 8月 6日㈮ 13 時 30分～ 16時

　／地域交流センターふじの里（黒木）

◦ 8月 20日㈮ 13 時 30分～ 16時

　／社会福祉会館

心配ごと相談

◦ 8 月 4 日㈬、18 日㈬ 13 時 30分～

　16時／社会福祉会館

◦ 8 月 11 日㈬・25 日㈬ 13 時 30分～

　16時／地域福祉センター（上陽）

◦ 8月 4日㈬・18日㈬9時 30分～ 12

　時／地域交流センターふじの里（黒木）

◦ 8月11日㈬・25日㈬９時30分～12時

　／総合保健福祉センターかがやき（立花）

税務相談

◦８月９日㈪10時～15時／商工会議所

社会保険相談

◦８月18日㈬10時～15時／商工会議所

不動産相談

◦８月25日㈬13時～15時／商工会議所

日本政策金融公庫相談

◦８月６日㈮13時～15時／商工会議所

創業・経営支援相談

◦８月17日㈫13時30分～16時30分／

　商工会議所※要予約☎２２・５１６１

補聴器の修理と相談

◦ 8月 17日㈫ 13時～ 14時 30分／

　八女市役所102会議室

◦ 8月 12日㈭９時～ 10時

　／地域福祉センター（上陽）

◦ 8月 13 日㈮・17日㈫ 10時～ 12時

　／地域交流センターふじの里（黒木）

◦ 8月 3日㈫・17日㈫ 10時～ 12時

　／総合保健福祉センターかがやき（立花）

◦8月12日㈭11時～12時／矢部支所

◦8月26日㈭10時～12時／星野支所

家庭児童相談室

◦平日９時 30分～ 16時

　／市役所内（☎２３・１４４８）

◦毎週火曜 10時～ 16時

　／黒木総合支所（☎２３・１４４８）

こころの健康相談

◦毎週月曜日 14時 30分～ 16時

　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎

　（八女総合庁舎）要予約

　☎0944・72・2176

エイズ検査とエイズ電話相談

◦毎週月曜 14時～ 15時

　／南筑後保健福祉環境事務所分庁

　舎（八女総合庁舎）

　（☎０９４４・７２・２８１２）

教育相談

◦平日９時～17時／八女市教育研究所

　（☎０１２０・７８４・１１０）

教育相談

◦無休・24時間受付／南筑後教育事務

　所（☎０９４２・５２・４９４９）

交通事故相談

◦平日９時30分～12時・13時～16時40分

　／日本損害保険協会

　（☎０９２・７１３・７３１８）

犯罪被害者相談電話

◦平日９時～ 18時／県警察本部

　（☎０９２・６３２・７８３０）

難病ホットライン

◦平日 8時 30分～ 17時 15分

　／南筑後保健福祉環境事務所

　（☎０９４４・７２・２６１０）

多重債務相談

◦平日９時～ 12時・13時～ 17時／

福岡財務支局（☎０９２・４１１・７２９１）

クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談

◦平日 18時～ 20時／福岡県青年司法

　書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）

労働トラブル電話相談

◦毎週火曜日19時～20時／福岡県青年

司法書士協議会（☎０９２・４７７・８１６０）

無料法律相談

その他の相談

電 話 相 談

▼人口と世帯（7月１日現在）  ▼ 6 月の異動

人　口 70,553  (- 37) 出生 39 人

男 33,233  (　 0) 死亡 59 人

女 37,320  (- 37) 転入 118 人

世帯数 23,862  (+18) 転出 135 人

　※（　）内は前月比

火災出火件数     3件 （  23件）

救急出動件数 227件   （1524件）

救急搬送人数 218人 （1459人）

※（　）内は 1月からの累計

発生件数 33件 （250件）

傷　　者 45人 （312人）

死　　者 1人 （3人）

※（　）内は 1月からの累計

●市県民税（第2期）
●国民健康保険税・介護保険料（第2期）
●後期高齢者医療保険料（第2期）
●市営住宅家賃●保育料
●水道料金・下水道使用料
●下水道受益者負担金
●農業集落排水施設使用料

納期限・口座振替日は8月31日（火）
※納税は安全便利な口座振替をご利用ください。
※納期限内の納付にご協力ください。延滞金が加算
されることがあります。

6月の
火災・救急
の状況

6月の
交通事故
の状況

7月に
納めるもの

家庭児童相談室では、子どもの不登校、養

育、発達等家庭の問題について家庭児童

相談員が相談に応じています。

　このたび、本庁だけではなく黒木総合

支所でも相談に応じることになりました。

※いずれも要予約（子育て支援課）

精神科の専門医師や保健師が、こころの

悩みや病気に関する相談をお受けします。

心配ごとは一人で考え込まず、専門家に

相談してみてはいかがでしょうか。費用は

無料、秘密は厳守します。※予約制となっ

ていますので、事前にお電話ください。

相談はお気軽にどうぞ

広報やめ　2010.8.121



▼
梅
雨
が
終
わ
っ
た
か
と
思

い
き
や
夏
到
来
。
今
年
の
夏
も
暑

い
よ
う
で
す
。
な
お
さ
ら
体
調
管
理

を
し
っ
か
り
せ
ん
と
い
け
ん
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
が
、
消
防
や
ら
な

ん
や
ら
で
今
月
号
の
校
了
間
近
は

少
々
夏
バ
テ
気
味
？
し
か
し
、
栄
養

ド
リ
ン
ク
片
手
に
の
り
き
り
、
無
事

に
発
行
で
き
ま
し
た
。
（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
今
月
号
、
少
し
で
も
見
や
す
く
な

る
よ
う
に
と
、
お
知
ら
せ
の
ペ
ー
ジ

な
ど
の
文
字
を
若
干
大
き
く
し
て

み
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
試
行
段
階
で

す
が
、
お
知
ら
せ
の
ペ
ー
ジ
こ
そ
広

報
の
基
本
。
簡
潔
で
分
か
り
や
す
く

美
し
い
紙
面
を
追
及
し
て
い
き
ま

す
。
（
Ｋ
・
Ｓ
）

広報

市民とともに　
～伝統と躍動の未来都市～

※この広報誌は環境にやさしい再生紙、大豆油インクを使用しています

■編集・発行　八女市役所市長公室秘書広報係

〒834-8585	福岡県八女市本町647番地

TEL	0943・23・1110		FAX	22・2186

■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

■E-mail：mail@city.yame.fukuoka.jp

田中	颯
そ う ま

真ちゃん 鴫山	芽
め い

生ちゃん 安達	里
り お

桜ちゃん 平島	愛
あ お り

莉ちゃん

西木	翼
つばさ

ちゃん 佐伯	心
こ こ な

花ちゃん 田中	美
み う

羽ちゃん 牛島	聖
しょうた

太ちゃん 大谷	相
あ い ら

良ちゃん

深町	華
はな

ちゃん 松本	翔
し ょ あ

海ちゃん 柿添	顕
あ ら し

志ちゃん 水本	莉
り お ん

音ちゃん 中村	玲
れ お

央ちゃん

柴田	みず希
き

ちゃん 黒岩	香
か れ ん

蓮ちゃん 加藤	凜
りん

ちゃん

Ｈ21年8月11日生（原島） Ｈ21年8月10日生（土窪） Ｈ21年8月10日生（笠原） Ｈ21年8月8日生（忠見）

Ｈ21年8月19日生（久木原） Ｈ21年8月18日生（馬場） Ｈ21年8月16日生（高塚） Ｈ21年8月15日生（山崎） Ｈ21年8月12日生（納楚）

Ｈ21年8月25日生（本分） Ｈ21年8月24日生（新庄） Ｈ21年8月21日生（本村） Ｈ21年8月20日生（今） Ｈ21年8月20日生（本町）

Ｈ21年8月31日生（祈祷院） Ｈ21年8月31日生（吉田） Ｈ21年8月31日生（本村）

い
つ
も
や
ん
ち
ゃ
な
颯
真
君
☆
こ

れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔

を
見
せ
て
ね
♡

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
い
つ
ま

で
も
か
わ
い
い
芽
生
ち
ゃ
ん
で
い

て
ね
♡

里
桜
ち
ゃ
ん
、
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
。
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て

ね
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
す
く
す
く

育
っ
て
ね
。　

パ
パ
と
マ
マ
よ
り

翼
、
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

元
気
い
っ
ぱ
い
す
く
す
く
育
っ
て

ね
☆

こ
こ
ち
ゃ
ん
、
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
。
い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と

う
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
笑
顔
が

素
敵
だ
ネ
。
元
気
に
す
く
す
く

育
っ
て
ね
。

笑
顔
が
か
わ
い
い
聖
太
君
。
お
兄

ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で

す
。

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
☆
こ
れ
か
ら

も
元
気
に
育
っ
て
ね
♡

お
て
ん
ば
華
ち
ゃ
ん
、
だ
～
い
す

き
だ
よ
♡
成
長
に
感
謝
‼

い
つ
も
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
て
く

れ
る
翔
海
く
ん
。
お
兄
ち
ゃ
ん
と

仲
良
く
ね
♡

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
今
年
の

夏
は
海
や
川
で
た
く
さ
ん
遊
ぼ
う

ね
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
元
気
で

優
し
い
女
の
子
に
育
っ
て
ネ
ェ
♡

玲
央
、
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
。
大

好
き
！

い
つ
も
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
て
く

れ
る
み
ぃ
ち
ゃ
ん
♡
こ
れ
か
ら
も

元
気
な
女
の
子
に
育
っ
て
ね
！

い
つ
も
あ
ば
れ
ん
ぼ
う
の
か
れ
ん

ち
ゃ
ん
。
優
し
く
元
気
に
育
っ
て

ね
。

１
歳
お
め
で
と
う
！
元
気
い
っ
ぱ

い
笑
顔
い
っ
ぱ
い
楽
し
く
す
ご
そ

う
ね
！

新
八
女
市
が
誕
生
し
、
早
く
も

６
か
月
が
た
ち
ま
し
た
。
県
内
２

番
目
に
広
い
面
積
と
な
り
、
魅
力

あ
る
観
光
資
源
が
た
く
さ
ん
。
そ

ん
な
八
女
の
よ
か
と
こ
を
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
い
、
再
認
識
し
て

も
ら
う
た
め
、
今
月
号
か
ら
シ
リ
ー

ズ
で
観
光
振
興
課
の
柴
田
が
八
女

の
よ
か
と
こ
を
紹
介
し
ま
す
。

記
念
す
べ
き
１
回
目
に
紹
介
す

る
の
は
、
福
岡
県
下
最
高
峰
の
釈

迦
岳
の
ふ
も
と
に
あ
る
杣
の
里
渓

流
公
園
。
豊
か
な
自
然
あ
ふ
れ
る

園
内
で
ま
ず
一
番
に
目
に
飛
び
込

ん
で
く
る
の
は
、
高
さ
55
メ
ー
ト

ル
の
ス
リ
ル
満
点
「
杣
の
大
吊
橋
」
。

こ
の
吊
橋
の
上
で
、
イ
ベ
ン
ト
時

に
は
ボ
ー
リ
ン
グ
も
行
わ
れ
る
の

だ
と
か
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
ろ

く
ろ
や
絵
付
け
な
ど
が
で
き
る
陶

芸
体
験
工
房
（
な
ん
と
こ
こ
に
は

登
り
窯
も
あ
る
ん
で
す
！
ご
存
じ

で
し
た
か
？
）
、

矢
部
の
樹
木

や
葉
・
花
な
ど

を
使
っ
た
草
木

染
の
体
験
工

房
、

渓
流
釣

り
体
験
な
ど
自
然
と
触
れ
合
え
る

施
設
が
い
っ
ぱ
い
。

ソ
マ
リ
ア
ン
カ
レ
ー
や
地
元
の

食
材
を
使
っ
た
創
作
和
食
な
ど

を
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ほ
か
、

昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
露
天
風

呂
が
あ
る
ホ
テ
ル
「
ソ
マ
リ
ア
ン
ハ

ウ
ス
」
な
ど
心
身
の
す
み
ず
み
ま

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
施
設
が

充
実
し
て
い
ま
す
。

心
地
よ
い
自
然
の
風
と
冷
た
い

清
流
…
き
っ
と
身
も
心
も
い
や
さ

れ
る
は
ず
で
す
。

真
夏
の
涼
を
求
め
て
杣
の
里
渓

流
公
園
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
み
ま

せ
ん
か
！

●宿泊「ソマリアンハウス」　１泊２食		8,600円～
●レストラン「クレソン」　ソマリアンカレー　980

円	／	地鶏とチーズの焼きカレー　1,180円	／	創

作和食(コース)　3,150円～(要予約)	／	バーベ

キュー　3,150円　(要予約)

※大小宴会承ります（10人以上送迎あり）

問い合わせ　秘境杣の里渓流公園（☎４７・

３０００）　http://www.somanosato.or.jp/

※本ページ右下のサービス券を持参されると杣の
里レストラン「クレソン」にてドリンク１杯サービス
します。ただし、食事をされた人のみとなります。　
（有効期限：平成22年９月末まで）

と
こ
巡
り

よ
か

第
１
回

の
く
に

茶

夏
、
別
天
地
、
杣
の
里

茶
の
く
に
	サ
ー
ビ
ス
券

有
効
期
限

Ｈ
22
. ９

月
末

（
杣
の
里
）

ド
リ
ン
ク
一
杯

サ
ー
ビ
ス

おめ
で

と
う

おたんじ
ょ

う
び

編

集

後

記

満１歳のお子さまの写真を募集しています。名前・

生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添

えて、誕生日前月の７日までに直接お持ちいただく

か、郵送でお申し込みください。応募多数の場合は

先着順となります。写真はお返ししていません。

●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）




